
当
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
二
〇
一

七
年
度
差
別
の
歴
史
を
考
え
る
連
続
講

座
」
の
第
一
回
・
第
二
回
を
京
都
府
部

落
解
放
セ
ン
タ
ー
で
、
六
月
一
六
日
・

三
〇
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。
詳
し

く
は
年
度
末
に
発
行
予
定
の
講
演
録
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

岸
さ
ん
は
京
都
府
立
盲
学
校
で
教
え

る
か
た
わ
ら
、
戦
時
中
の
盲
学
校
の
姿

に
関
心
を
持
ち
調
査
を
進
め
て
来
ら
れ

た
。
盲
学
校
史
で
は
戦
時
中
に
つ
い
て

は
詳
し
く
取
り
上
げ
て
お
ら
ず
、
各
地

の
空
襲
記
録
な
ど
で
も
障
害
者
に
関
す

る
記
述
は
殆
ど
な
い
た
め
、
一
か
ら
資

料
を
集
め
体
験
者
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

視
覚
障
害
者
と
戦
争
の
関
係
を
次
の
四

つ
の
観
点
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

一
つ
は
、
兵
士
に
な
れ
な
い
「
役
立

た
ず
」
扱
い
と
い
う
「
差
別
・
排
除
」

の
側
面
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
盲
唖
学

校
の
空
襲
被
害
な
ど
の
「
被
害
・
被
災
」

の
側
面
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
戦
力
と

し
て
み
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
学
童

疎
開
先
を
教
師
た
ち
が
み
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
ず
開
始
が
遅
れ
た
り
、
中
止
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

三
つ
目
は
「
翼
賛
・
動
員
・
加
担
」
の

側
面
で
、
工
場
や
病
院
で
の
奉
仕
（
報

国
按
摩
）
や
零
戦
「
日
本
盲
人
号
」
の

献
納
、
敵
機
の
爆
音
や
方
向
測
定
を
行

う
盲
人
防
空
監
視
哨
員
、
軍
に
所
属
し

て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
海
軍
技
療
手
な

ど
で
あ
っ
た
。
四
つ
目
は
「
非
協
力
・

反
戦
」
の
側
面
で
、
大
正
期
に
反
軍
ビ

ラ
を
撒
い
た
盲
学
生
の
存
在
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
「
敵
機
爆
音
集
」
レ
コ
ー
ド

や
失
明
軍
人
に
贈
ら
れ
た
失
明
軍
人
杖

な
ど
の
実
物
資
料
も
回
覧
し
な
が
ら
、

詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。

宇
治
郷
は
宇
治
の
中
心
地
で
新
町
通

り
（
大
和
街
道
）
に
沿
っ
て
集
落
が
あ

り
、
そ
の
周
り
に
は
園
畑
（
茶
園
）
が

広
が
り
、
南
部
は
広
大
な
山
地
に
な
っ

て
い
る
。
高
級
茶
の
栽
培
・
製
茶
・
加

工
が
主
な
産
業
で
徹
底
し
た
選
別
・
手

作
業
で
人
手
の
多
く
い
る
仕
事
で
あ
り
、

最
盛
期
に
は
季
節
労
働
者
が
大
量
に
流

入
し
た
。
ま
た
、
幕
府
や
武
家
か
ら
の

注
文
を
受
け
る
御
用
茶
師
が
力
を
持
ち
、

代
官
を
勤
め
た
時
期
も
あ
っ
た
。

郷
に
は
郷
会
所
が
あ
り
、
業
務
記
録

が
残
さ
れ
て
い
る
（
「
宇
治
郷
留
日
記
」
）
。

そ
の
中
に
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
宇

治
郷
の
山
の
者
（
番
非
人
）
に
関
す
る

記
述
が
残
っ
て
い
る
。

近
衛
家
の
管
理
と
な
っ
た
山
林
の
管

理
を
山
の
者
に
さ
せ
る
と
い
う
記
述
か

ら
は
、
広
い
面
積
を
占
め
た
村
落
の
山

林
の
清
掃
や
保
全
が
山
の
者
の
業
務
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
江
戸
と
宇
治
を
往
復
す
る
御

茶
壺
道
中
の
御
茶
壺
出
立
前
夜
、
夜
回

り
の
た
め
に
郷
会
所
に
詰
め
て
い
た
山

の
者
と
郷
の
役
人
の
間
の
酒
を
め
ぐ
る

記
述
が
あ
る
。
山
の
者
に
酒
を
出
す
こ

と
が
あ
っ
て
も
酒
器
は
別
の
物
に
す
べ

き
で
、
本
来
酒
の
席
を
一
緒
に
す
る
の

は
不
敬
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
山
の
者

へ
の
賤
視
と
共
に
、
宇
治
郷
独
特
の

「
御
用
」
で
あ
る
御
茶
壺
道
中
に
山
の

者
が
果
た
し
た
役
割
と
存
在
感
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

他
に
も
、
芝
居
・
狂
言
な
ど
の
芸
能

興
行
を
催
し
た
い
と
い
う
山
の
者
か
ら

の
願
い
出
や
、
他
所
か
ら
や
っ
て
き
た

浮
浪
者
が
死
亡
し
た
際
の
片
づ
け
の
仕

事
、
野
荒
し
と
格
闘
し
怪
我
を
負
っ
た

非
人
へ
の
褒
美
に
つ
い
て
の
記
述
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。
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第
１
回

戦
時
下
、
盲
学
校
と
視
覚
障

害
児
・
者
が
体
験
し
た
こ
と
は

―
排
除
と
動
員
な
ど
の
角
度
か
ら
―

講
師

岸

博
実
さ
ん

（
関
西
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

第
２
回

幕
末
の
宇
治
郷

―
御
茶
師
、
村
役
、
山
の
者
―

講
師

坂
本

博
司
さ
ん

（
宇
治
市
歴
史
資
料
館
前
館
長
）



１

は
じ
め
に

本
書
は
、
定
藤
邦
子
が
立
命
館
大
学

に
提
出
し
た
博
士
論
文
が
基
と
な
っ
て

い
る
。
定
藤
は
、
定
藤
丈
弘
の
教
え
子

で
あ
り
、
妻
で
あ
る
。
地
域
福
祉
を
専

門
と
し
大
阪
府
立
社
会
事
業
短
大
講
師

で
あ
っ
た
定
藤
丈
弘
は
、
一
九
七
六
年

一
二
月
、
三
四
歳
の
時
に
交
通
事
故
に

遭
い
、
頚
椎
骨
折
で
首
か
ら
下
に
マ
ヒ

が
残
っ
た
。
一
年
後
、
同
僚
の
右
田
紀

久
恵
ら
の
支
援
に
よ
り
復
職
し
、
そ
の

翌
年
に
、
邦
子
と
結
婚
す
る
。
丈
弘
は

そ
の
後
、
一
九
八
七
年
か
ら
八
八
年
に

か
け
て
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
に
留
学
し
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ロ
バ
ー
ツ
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ヒ
ウ

マ
ン
ら
の
「
自
立
生
活
運
動
」
に
直
接

触
れ
て
帰
国
す
る
。
定
藤
丈
弘
が
障
害

者
運
動
で
目
覚
し
い
活
躍
を
す
る
の
は
、

こ
の
留
学
以
降
で
あ
る
。

定
藤
丈
弘
と
著
者
は
仲
の
よ
い
カ
ッ

プ
ル
で
あ
っ
た
（
北
野
誠
一
他
編
『
障
害

者
の
機
会
平
等
と
自
立
生
活
』
明
石
書
店
、

一
九
九
九
年
、
二
八
九
頁
）
。
だ
か
ら
評

者
は
、
定
藤
丈
弘
の
影
響
が
著
者
に
色

濃
く
出
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
国
際

障
害
者
年
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
理
念
や
、
前
出
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ

バ
ー
ツ
の
思
想
が
日
本
の
運
動
に
ど
の

よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
の

か
読
み
取
り
た
い
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
著
者
は
、
『
ア
メ
リ
カ
の
自

立
生
活
運
動
が
紹
介
さ
れ
る
以
前
か
ら
』
、

日
本
に
は
、
独
自
で
誇
り
に
満
ち
た
障

害
当
事
者
の
主
体
的
運
動
が
あ
っ
た
、

と
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ

の
意
義
を
総
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

２

本
書
の
構
成

本
書
は
、
８
章
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
章
は
、
青
い
芝
の
会
の
運
動
と
理

念
。
第
２
章
は
、
関
西
に
お
け
る
障
害

当
事
者
運
動
。
第
３
章
は
、
大
阪
青
い

芝
の
会
の
運
動
。
第
４
章
は
、
大
阪
青

い
芝
の
会
に
お
け
る
障
害
者
自
立
生
活

運
動
。
第
５
章
は
、
大
阪
青
い
芝
の
会

の
運
動
の
混
迷
期
。
第
６
章
は
、
大
阪

青
い
芝
の
会
の
転
換
期
。
第
７
章
は
、

大
阪
青
い
芝
の
会
の
新
た
な
挑
戦
。
そ

し
て
終
章
で
あ
る
。
各
章
末
に
は
詳
細

な
年
表
や
入
手
困
難
な
史
料
が
付
さ
れ

て
お
り
、
脚
註
も
充
実
し
て
い
る
。

３

「
語
り
」
の
も
つ
再
意
味
化
と
聴

き
取
る
力

本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
『
関
西
障
害

者
運
動
の
現
代
史
』
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
、
副
題

の
「
大
阪
青
い
芝
の
会
」
を
中
心
と
し

た
一
九
七
〇
年
代
の
運
動
史
が
主
た
る

も
の
で
あ
り
、
研
究
目
的
に
示
さ
れ
た

よ
う
に
、
『
大
阪
青
い
芝
の
会
の
運
動

の
成
立
と
展
開
を
追
跡
し
、
重
度
障
害

者
の
自
立
生
活
運
動
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
広
が
り
と
定
着
を
検
証
す
る
』
も
の

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
立
岩
真
也
の
序
文
に

挙
げ
ら
れ
た
よ
う
な
、
関
西
の
障
害
者

運
動
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
を
醸
成
し
て

き
た
人
た
ち
、
た
と
え
ば
評
者
が
直
接

指
導
を
受
け
て
き
た
京
都
の
、
長
橋
栄

一
、
今
福
義
明
、
矢
吹
文
敏
、
渡
邉
琢

ら
の
運
動
史
や
思
想
に
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
大
阪
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
牧
口
一
二
の
活
動
に

関
し
て
は
、
終
章
の
小
林
敏
昭
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
通
し
て
、
数
行
触
れ

ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
絞
り
込
ん

だ
こ
と
は
、
研
究
論
文
と
し
て
は
、
成

功
に
結
び
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。
関
西

人
が
持
つ
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
感
覚
、

「
い
ち
び
り
」
文
化
、
気
取
っ
た
ナ
ル

シ
シ
ズ
ム
や
建
前
を
嗤
い
と
ば
す
「
お

も
ろ
さ
」
と
障
害
者
運
動
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
次
の
機
会
に
期
待
し
た
い
。

著
者
は
、
関
連
の
基
礎
資
料
を
渉
猟

精
読
し
た
上
で
、
大
阪
青
い
芝
の
会
に

関
わ
っ
た
人
た
ち
九
人
に
一
八
回
に
及

ぶ
丹
念
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
本
書
の
最
大
の
魅
力
と
な
っ

て
い
る
。
障
害
当
事
者
の
運
動
の
渦
中

に
あ
っ
た
も
の
は
、
次
々
に
押
し
寄
せ

る
葛
藤
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
自
己
の

ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
（
可
傷
性
。
悲
苦

の
中
に
あ
る
人
た
ち
に
対
し
て
誠
実
純
情
で

あ
ろ
う
と
し
、
自
己
の
中
心
を
開
い
て
い
く

志
向
性
）
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
日
々
、

問
い
を
突
き
つ
け
て
く
る
状
況
と
、
運

動
メ
ン
バ
ー
へ
の
応
答
に
追
わ
れ
、
疲

労
を
蓄
積
し
て
い
く
。
こ
の
苦
悩
が
運
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本
の
紹
介

定
藤
邦
子
著

『
関
西
障
害
者
運
動
の
現
代
史

大
阪
青
い
芝
の
会
を
中
心
に
』

加

藤

博

史

（
龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
社
会
福
祉
学
科
教
授
）



動
の
果
実
な
の
だ
が
、
そ
の
渦
中
に
あ

る
と
き
は
果
実
は
硬
い
ま
ま
で
あ
り
、

熟
す
に
は
時
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
を
経
る
こ
と
で
果
実
に
、
〝
人
と
状

況
と
の
関
数
的
相
関
関
係
〟
と
い
う
酵

母
菌
が
付
い
て
熟
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
語
り
」
は
、
客
観
化
、
再
構
成
化

で
あ
り
、
再
意
味
化
で
あ
る
。
そ
し
て

何
よ
り
も
、
聞
き
手
と
の
共
有
化
で
あ

る
。
著
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
著
者

の
人
柄
が
あ
っ
て
こ
そ
相
応
の
「
語
り
」

を
引
き
出
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ

け
率
直
で
密
度
の
濃
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

内
容
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
著
者
は
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
人
と
心

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
つ
つ
、
定
藤

丈
弘
に
受
け
た
薫
化
と
、
彼
と
共
に
育

ん
だ
思
想
に
想
い
を
馳
せ
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、

こ
の
よ
う
な
思
想
で
あ
る
。
『
保
護
の

対
象
で
し
か
な
か
っ
た
最
重
度
障
害
者

が
発
達
主
体
者
や
自
立
的
存
在
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
社
会
参
加
の
主
体
者
、

さ
ら
に
地
域
社
会
の
生
活
主
体
者
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
的
条
件
が

真
に
確
立
さ
れ
る
に
は
、
重
度
障
害
者

を
地
域
社
会
の
変
革
主
体
者
と
し
て
と

ら
え
直
す
こ
と
が
必
要
』
（
定
藤
丈
弘

「
日
本
的
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
」
。

定
藤
丈
弘
他
編
『
自
立
生
活
の
思
想
と
展
望
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
三
年
、
三
〇
六

頁
）
で
あ
る
と
定
藤
丈
弘
は
提
起
し
て
い

る
。
本
書
で
著
者
は
定
藤
丈
弘
の
思
想

に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

本
書
は
定
藤
丈
弘
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

４

横
塚
晃
一
の
思
想

第
１
章
は
、
文
献
中
心
に
、
当
時
の

肢
体
不
自
由
児
者
が
置
か
れ
た
人
権
侵

害
の
状
況
と
、
そ
の
権
利
の
自
覚
、
権

利
主
張
の
芽
生
え
が
概
括
さ
れ
て
い
る
。

青
い
芝
の
会
そ
の
も
の
は
、
東
京
で
一

九
五
七
年
に
、
脳
性
マ
ヒ
の
あ
る
人
の

親
睦
団
体
と
し
て
発
足
し
た
が
、
一
九

七
〇
年
、
神
奈
川
青
い
芝
の
会
の
横
田

弘
、
横
塚
晃
一
が
、
障
害
の
あ
る
わ
が

子
を
殺
し
た
母
親
へ
の
「
減
刑
嘆
願
運

動
」
に
〝
反
対
す
る
運
動
〟
を
展
開
し

た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
運
動
史
が
始
ま

る
。
つ
ま
り
、
生
産
第
一
主
義
で
障
害

者
を
役
に
立
た
な
い
も
の
、
厄
介
者
、

邪
魔
者
と
視
る
社
会
に
対
し
て
、
脳
性

マ
ヒ
の
あ
る
者
と
し
て
「
自
己
主
張
」

し
、
障
害
の
意
味
、
人
間
の
価
値
を

「
問
題
提
起
」
す
る
運
動
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
世
界
的
規
模
で
起

こ
っ
た
現
代
社
会
の
人
間
疎
外
状
況
に

対
す
る
根
源
的
な
問
い
か
け
、
学
生
運

動
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
、
資
本
主
義
体

制
へ
の
造
反
運
動
と
い
っ
た
時
代
的
高

揚
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

横
田
と
横
塚
の
提
起
し
た
も
の
は
、
よ

り
具
体
的
で
切
実
で
あ
る
。
重
い
障
害

の
あ
る
人
た
ち
は
、
親
元
や
施
設
で
隷

従
的
立
場
に
甘
ん
ず
る
か
、
施
設
も
サ
ー

ビ
ス
も
足
り
ず
追
い
詰
め
ら
れ
た
親
に

「
殺
さ
れ
る
立
場
」
に
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

横
塚
ら
は
、
ジ
ロ
ジ
ロ
見
下
げ
ら
れ

る
対
象
か
ら
、
主
体
的
に
「
見
せ
る
」

立
場
へ
と
自
分
を
コ
ン
バ
ー
ト
す
る
た

め
に
、
か
つ
、
『
健
全
者
幻
想
』
と
闘

い
、
『
自
分
の
身
体
を
自
分
の
も
の
と

し
て
認
め
る
』
（
横
塚
）
た
め
に
、
翌
一

九
七
一
年
、
自
分
た
ち
の
身
体
と
生
活

を
記
録
し
た
「
さ
よ
な
ら
Ｃ
Ｐ
」
を
製

作
し
、
全
国
で
上
映
運
動
を
起
こ
し
て

い
く
。

一
九
七
二
年
、
優
生
保
護
法
改
正
案

が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
と
、
横
塚
は
優

生
思
想
の
問
題
性
を
突
き
、
一
部
削
除

運
動
を
起
こ
し
て
い
く
。
『
親
の
も
と

か
ら
逃
げ
て
勝
手
に
結
婚
す
る
』
、

『
生
活
保
護
』
を
『
当
た
り
前
』
と
考

え
て
『
自
分
自
身
で
と
っ
て
い
く
』
（
67

頁
）
と
い
う
当
時
に
あ
っ
て
は
革
命
的
な

考
え
を
提
起
し
た
の
も
横
塚
で
あ
る
。

以
上
の
影
響
が
大
阪
に
も
波
及
し
て
く

る
。
一
九
七
三
年
、
横
塚
を
会
長
と
し

て
全
国
青
い
芝
の
会
が
結
成
さ
れ
た
。

５

重
度
障
害
者
に
よ
る
戸
別
訪
問
な

ど
の
活
動

第
２
章
で
は
、
「
さ
よ
な
ら
Ｃ
Ｐ
」

上
映
運
動
に
よ
っ
て
関
西
に
横
塚
の
思

想
が
普
及
し
、
一
九
七
三
年
、
「
大
阪

青
い
芝
の
会
」
結
成
に
至
る
状
況
が
詳

細
な
史
料
に
基
づ
い
て
論
述
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
大
阪
青
い
芝
の
会
初
代
事

務
局
長
の
古
井
正
代
の
証
言
は
意
義
深

い
。
古
井
は
、
地
域
の
小
学
校
に
入
学

す
る
も
、
一
年
後
、
「
養
護
学
校
（
現
在

の
特
別
支
援
学
校
）
」
に
強
制
的
に
入
れ

ら
れ
、
高
等
部
（
高
校
に
当
た
る
）
は
、

山
奥
に
あ
る
全
寮
制
の
「
は
り
ま
養
護

学
校
」
に
進
学
し
た
。
そ
れ
し
か
選
択

の
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
の
学
業
は
、
職
業
指
導
が
中
心
で
、

古
井
は
、
『
働
け
る
健
全
者
の
前
で
は

眼
を
伏
せ
』
、
『
働
け
な
い
障
害
者
の

前
で
は
自
慢
す
る
』
態
度
を
身
に
つ
け

る
。
そ
の
古
井
が
、
映
画
を
通
し
て
横

塚
の
思
想
に
出
会
い
、
『
障
害
者
で
何

が
悪
い
』
と
の
考
え
に
至
る
。

大
阪
青
い
芝
の
会
初
代
副
会
長
の
松

井
義
孝
（
一
九
五
一
年
生
）
も
、
古
井
と

同
世
代
で
あ
る
。
松
井
は
、
八
歳
か
ら

九
年
間
、
大
阪
府
整
肢
学
園
の
八
人
部
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屋
で
、
軽
度
の
障
害
児
か
ら
虐
め
を
受

け
て
育
つ
。
施
設
を
出
て
、
自
宅
か
ら

堺
養
護
学
校
高
等
部
に
進
学
し
、
卒
業

後
に
映
画
に
出
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
〝
こ
こ
に
自
分
の
生
き
場

所
が
あ
る
。
〟
と
考
え
、
青
い
芝
の
会

の
事
務
局
を
手
伝
い
つ
つ
生
活
保
護
を

受
け
て
健
全
者
と
共
同
生
活
を
始
め
る
。

介
助
の
要
る
者
を
街
で
見
か
け
る
こ

と
が
珍
し
い
時
代
に
、
重
度
障
害
者
た

ち
が
、
「
そ
よ
風
の
よ
う
に
街
に
出
よ

う
」
を
合
言
葉
に
、
街
に
出
る
こ
と
で

障
壁
を
自
覚
し
、
そ
の
除
去
を
権
利
と

し
て
訴
え
て
い
く
こ
と
、
お
よ
び
、
重

い
障
害
あ
る
人
を
見
慣
れ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
く
。
一
九
七
二
年
、
姫
路
で
は
じ
ま
っ

た
「
グ
ル
ー
プ
・
リ
ボ
ン
」
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
に
は
、
在
宅
の
重
度
障

害
者
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
に
、

訪
問
活
動
「
こ
ん
に
ち
は
訪
問
」
が
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
会
を
構
成

す
る
自
立
障
害
者
集
団
「
グ
ル
ー
プ
・

リ
ボ
ン
」
と
そ
の
友
人
兼
介
護
者
集
団

の
「
グ
ル
ー
プ
・
ゴ
リ
ラ
」
が
戸
別
訪

問
を
通
し
て
、
重
度
障
害
者
の
外
出
と

社
会
参
加
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
大
阪
青
い
芝
の
会
の
中
心
活

動
と
な
る
。

６

重
度
障
害
者
が
運
動
の
最
前
面
に

第
３
章
で
は
、
大
阪
青
い
芝
の
会
結

成
の
時
の
経
緯
に
関
連
し
て
、
障
害
当

事
者
で
あ
る
坂
本
博
章
、
岸
田
美
智
子
、

井
上
憲
一
、
高
橋
栄
一
の
生
活
史
と
思

想
変
遷
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
井
上
の

面
談
記
述
に
は
、
柴
田
善
守
や
岡
本
栄

一
ら
が
指
導
し
た
「
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
」
で
の
活
動
も
出
て
く
る
。
こ

こ
か
ら
み
ん
な
で
街
に
出
る
「
サ
ー
ク

ル
・
Ｗ
Ｃ
」
が
創
ら
れ
て
い
く
。
こ
の

よ
う
な
独
自
の
展
開
が
な
さ
れ
た
の
は
、

大
阪
に
は
、
相
手
の
と
こ
ろ
へ
出
か
け

て
行
き
、
声
を
か
け
、
胸
襟
を
開
い
て

対
等
に
つ
な
が
り
、
相
互
に
活
か
し
あ

う
〝
あ
き
ん
ど
文
化
〟
が
培
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

大
阪
青
い
芝
の
会
の
初
代
会
長
で
あ
っ

た
高
橋
の
面
談
記
述
に
は
、
一
九
七
三

年
の
「
夜
間
中
学
入
学
運
動
」
を
め
ぐ
っ

て
、
支
援
者
を
当
て
に
し
て
い
た
高
橋

が
、
『
僕
が
勉
強
し
た
い
ん
や
か
ら
、

僕
が
頑
張
ら
な
あ
か
ん
か
っ
た
。
み
ん

な
の
支
援
を
当
て
に
し
て
た
ら
、
僕
が

ぼ
や
け
る
だ
け
や
。
』
（
一
三
三
頁
）
と

い
う
自
覚
に
至
っ
た
経
過
を
描
き
出
し

て
い
る
。
障
害
当
事
者
が
運
動
主
体
の
、

も
っ
と
も
前
面
に
出
て
行
く
こ
と
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
七
三
年
の
障
害
者
不
当

解
雇
問
題
に
関
連
し
て
、
大
阪
青
い
芝

の
会
が
出
し
た
、
『
日
常
的
な
一
つ
一

つ
の
行
為
が
私
た
ち
障
害
者
に
と
っ
て

生
き
る
た
め
の
労
働
で
あ
る
。
』
（
一
三

七
頁
）
と
の
労
働
観
の
表
明
は
、
〝
障
害

の
意
味
を
問
う
〟
と
い
う
点
で
意
義
深

い
と
い
え
る
。
賃
金
労
働
を
効
率
よ
く

こ
な
せ
な
い
こ
と
に
引
け
目
意
識
を
持

つ
必
要
は
一
切
無
い
と
い
う
論
理
で
あ

る
。ま

た
、
横
塚
の
指
導
に
よ
っ
て
、
健

全
者
の
新
左
翼
や
セ
ク
ト
集
団
の
革
命

運
動
が
、
大
阪
青
い
芝
の
会
に
入
り
込

み
、
障
害
者
の
主
体
性
が
踏
み
に
じ
ら

れ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
会
は
、
こ
の
種

の
運
動
に
一
線
を
画
し
た
。
一
方
で
あ

ら
た
め
て
、
重
度
障
害
者
か
ら
の
視
座

を
重
視
し
て
い
る
。
障
害
者
主
体
を
貫

く
こ
と
に
関
し
て
、
著
者
は
、
介
護
者

の
会
で
あ
る
「
グ
ル
ー
プ
・
ゴ
リ
ラ
」

が
、
〝
頭
は
出
さ
ず
に
手
足
だ
け
出
す

〟
と
い
う
原
則
で
創
ら
れ
た
の
は
、

『
関
西
の
特
徴
』
（
一
四
二
頁
）
だ
と
指

摘
し
て
い
る
。

次
に
著
者
は
、
大
阪
青
い
芝
の
会
と

関
わ
っ
た
障
害
当
事
者
で
あ
る
森
修
、

入
部
加
代
子
、
金
満
里
、
斎
藤
雅
子
の

生
活
史
と
思
想
を
紹
介
し
て
い
る
。
森

は
、
『
公
教
育
を
全
く
受
け
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
運
動
用
語
な
ど
は
全
然
分
か

ら
ず
、
ま
わ
り
の
メ
ン
バ
ー
に
聞
い
て

吸
収
し
て
い
き
、
や
が
て
運
動
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
』
、
一

九
七
六
年
か
ら
八
六
年
ま
で
、
大
阪
青

い
芝
の
会
の
会
長
を
務
め
た
。

障
害
者
解
放
の
運
動
は
、
市
民
運
動

と
相
似
し
た
論
理
で
で
き
あ
が
っ
て
い

る
。
原
点
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な

く
、
自
己
の
経
験
し
て
き
た
被
差
別
の

意
味
を
自
分
の
言
葉
で
語
り
、
自
分
の

行
動
で
状
況
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
状
況
を

変
え
て
い
く
こ
と
で
自
分
を
変
革
し
て

い
く
過
程
に
あ
る
。
水
田
ふ
う
は
、
鶴

見
俊
輔
と
の
対
談
で
、
運
動
と
い
う
の

は
ど
う
し
て
も
『
賢
志
向
』
が
あ
る
と

思
う
と
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
運
動
を
批

判
し
、
『
わ
た
し
に
わ
か
る
よ
う
に
ゆ

う
て
』
と
繰
り
返
し
聞
く
よ
う
に
し
て

い
る
、
と
語
る
。
そ
し
て
、
『
本
を
い
っ

ぱ
い
読
む
の
が
勉
強
や
な
く
て
、
自
分

た
ち
が
動
い
て
き
た
こ
と
の
な
か
か
ら
、

し
っ
か
り
そ
の
意
味
を
と
り
出
す
、
そ

れ
が
勉
強
や
し
、
そ
れ
が
自
分
の
思
想

を
も
つ
こ
と
や
と
思
う
。
』
と
述
べ
て

い
る
（
鶴
見
俊
輔
座
談
『
社
会
と
は
何
だ
ろ

う
か
』
晶
文
社
、
一
九
九
六
年
、
二
九
頁
）
。

先
述
の
森
の
言
葉
と
響
き
あ
う
も
の
が
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あ
る
。

金
は
、
一
九
七
五
年
、
大
阪
で
初
め

て
生
活
保
護
を
受
け
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
二
四
時
間
介
護
に
よ
っ
て
居

宅
生
活
を
始
め
て
い
る
。
優
生
思
想
へ

の
批
判
運
動
も
金
の
重
要
な
活
動
で
あ
っ

た
。
一
九
七
〇
年
、
兵
庫
県
が
「
不
幸

な
子
供
の
生
ま
れ
な
い
対
策
室
」
を
設

置
し
、
羊
水
診
断
費
用
を
支
弁
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
七

四
年
、
関
西
青
い
芝
の
会
は
、
「
障
害

者
の
生
き
る
権
利
を
奪
う
も
の
」
と
の

観
点
か
ら
反
対
を
表
明
し
、
行
政
交
渉

を
重
ね
、
同
室
の
廃
止
を
勝
ち
取
っ
て

い
く
。

そ
の
ほ
か
本
章
で
は
、
一
九
七
六
年

の
「
和
歌
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
糾
弾
闘
争
」
、

同
年
の
「
車
イ
ス
教
師
を
創
る
会
運
動
」
、

一
九
七
七
年
の
「
川
崎
バ
ス
乗
車
拒
否

抗
議
闘
争
」
の
経
緯
が
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

金
ら
の
活
動
方
法
は
、
『
施
設
で
お

と
な
し
く
し
て
た
ら
い
い
の
に
』
と
思

わ
れ
て
い
た
重
度
障
害
者
が
、
街
に
出

て
主
体
的
に
あ
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
生
じ

る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
人
々
の

間
に
問
い
か
け
を
も
た
ら
し
、
社
会
に

生
存
権
を
提
起
し
、
な
に
よ
り
も
家
族

と
自
分
自
身
に
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
も
ち

こ
ん
で
、
取
り
込
ん
で
き
た
支
配
的
物

語
の
再
構
築
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
『
障
害
が
あ
っ
て
な
ん
で
ア
カ

ン
ね
ん
』
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

言
説
で
あ
り
、
〝
不
自
由
を
生
き
て
い

る
こ
と
は
、
生
き
る
権
利
や
人
間
の
尊

厳
と
全
然
関
係
あ
ら
へ
ん
、
〟
と
い
う

自
律
的
物
語
（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ー

リ
ー
）
の
土
台
を
造
る
営
み
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
著
者
は
、
『
人
間
の
価
値
は
、

生
産
力
の
あ
る
な
し
に
で
は
な
く
自
分

の
生
命
力
を
ど
れ
だ
け
自
己
主
張
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
に
価
値
を
見
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て

障
害
者
運
動
の
原
点
は
重
度
障
害
者
で

あ
る
と
確
認
さ
れ
て
、
大
阪
青
い
芝
の

会
は
結
成
さ
れ
た
。
』
（
一
八
八
頁
）
と

力
強
く
結
論
づ
け
て
い
る
。

な
お
評
者
は
、
「
自
己
主
張
」
で
き

な
く
て
も
、
さ
ら
に
「
自
己
実
現
」
で

き
な
く
て
も
、
生
き
て
い
く
こ
と
そ
の

も
の
に
人
間
の
実
存
的
な
価
値
が
あ
り
、

苦
難
を
背
負
っ
て
い
る
人
が
今
目
前
に

居
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
私
」
た
ち
に

は
、
同
じ
人
間
と
し
て
応
答
責
任
（
で
き

る
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
責
任
）
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

７

介
助
者
に
突
き
つ
け
ら
れ
る
自
己

決
定
の
意
味

第
４
章
で
は
、
重
度
障
害
者
の
野
中

忠
夫
の
自
立
生
活
の
経
緯
が
描
か
れ
て

い
る
。
一
九
七
六
年
、
区
役
所
の
反
対

を
押
し
切
り
、
野
中
は
二
四
時
間
介
護

の
も
と
に
地
域
生
活
を
始
め
る
。
制
度

が
な
い
な
か
で
介
護
を
担
う
の
は
学
生

を
中
心
と
し
た
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ゴ
リ
ラ
」
で
あ
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
細
井
清
和
と
石
田
義
典
に
著

者
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
。
彼

ら
は
、
『
差
別
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
差
別
の
あ
る
社
会
を
前
向
き
に
変

え
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
で
運
動
を
担
っ

て
い
こ
う
』
（
二
二
五
頁
）
と
し
た
。
そ

し
て
、
『
障
害
者
の
手
足
と
な
っ
て
、

同
時
に
友
人
と
な
っ
て
介
助
す
る
こ
と
』

（
二
四
〇
頁
）
を
求
め
た
。
し
か
し
、
介

護
者
が
確
保
で
き
な
い
と
き
は
、
急
に

『
学
校
を
休
ん
だ
り
、
バ
イ
ト
を
休
ん

だ
り
し
て
自
分
が
介
護
に
入
る
し
か
な

く
』
（
二
三
六
頁
）
、
無
理
が
蓄
積
さ
れ

て
い
く
。

さ
ら
に
石
田
は
、
西
川
和
男
の
介
護

体
験
を
通
し
て
、
自
己
決
定
の
意
味
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
量
を
深
く
問

う
こ
と
と
な
る
。
西
川
は
重
度
の
脳
性

マ
ヒ
に
加
え
て
聴
覚
と
言
語
の
障
害
を

併
せ
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
西
川

の
生
活
を
支
え
る
に
は
、
彼
か
ら
の
指

示
を
待
ち
手
足
に
徹
す
る
こ
と
で
は
済

ま
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

８

混
迷
期
か
ら
転
換
期
へ

第
５
章
は
、
大
阪
青
い
芝
の
会
の
混

迷
期
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
七

年
、
健
全
者
中
心
で
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
「
り
ぼ
ん
社
」
と
介
護
者
集
団

「
ゴ
リ
ラ
」
と
関
西
青
い
芝
の
会
が
軋

轢
を
生
じ
始
め
る
。
そ
の
一
端
は
、
障

害
者
の
運
動
が
健
全
者
に
動
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
起
き
て
い
る
。

運
動
に
は
、
原
則
を
踏
ま
え
つ
つ
も
寛

容
さ
が
欠
か
せ
な
い
し
、
独
善
に
陥
ら

な
い
た
め
に
も
外
部
と
の
風
通
し
を
良

く
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

著
者
は
、
横
塚
の
、
〝
脳
性
マ
ヒ
の

者
が
自
分
で
考
え
実
行
し
て
い
く
と
こ

ろ
に
し
か
そ
の
解
放
は
な
い
の
だ
か
ら

『
ダ
ラ
ダ
ラ
し
た
』
（
二
五
九
頁
）
組
織

運
営
を
認
め
る
こ
と
が
健
全
者
に
求
め

ら
れ
る
〟
と
の
一
文
を
紹
介
し
て
い
る
。

組
織
が
抱
え
た
コ
ン
フ
リ
ク
ト
は
、
運

動
が
よ
り
成
長
し
て
い
く
上
で
、
不
可

欠
な
契
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
６
章
は
、
大
阪
青
い
芝
の
会
の
転

換
期
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇

年
、
会
は
「
障
害
者
生
活
要
求
一
斉
調

査
」
を
実
施
す
る
。
著
者
は
、
細
井
が
、
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こ
の
調
査
に
よ
っ
て
在
宅
障
害
者
の
生

活
権
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
行
政
に
示
し

て
制
度
改
革
を
し
て
い
く
運
動
が
始
ま
っ

た
転
換
点
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
。
本
調
査
は
、
障
害

者
の
潜
在
的
欲
求
を
顕
在
化
・
自
覚
化

し
、
自
立
に
向
け
た
意
識
を
共
に
形
成

し
て
い
く
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー

チ
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
過
程
で
共
に
運
動
す
る
も
の
た

ち
の
運
動
拠
点
の
必
要
性
が
テ
ー
マ
と

な
る
。
そ
し
て
、
役
所
の
労
働
組
合
の

支
援
も
受
け
て
、
一
九
八
四
年
、
東
住

吉
区
に
中
部
障
害
者
解
放
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
五
年
に
、
堺
市
に
南
部
障
害
者

解
放
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
六
年
に
、
高

槻
市
に
高
槻
障
害
者
解
放
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
青
い
芝
の
会
は
、

制
度
の
改
革
充
実
を
求
め
、
健
全
者
と

共
闘
し
て
い
く
方
針
を
採
っ
た
た
め
、

市
民
共
闘
に
否
定
的
な
全
国
青
い
芝
の

会
を
一
九
八
五
年
に
脱
会
す
る
こ
と
と

な
る
。

第
７
章
は
、
川
嶋
雅
恵
、
石
田
義
典
、

の
面
談
記
録
を
中
心
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
い
う
選
択
肢
が
設
け
ら
れ
て
い
く

経
緯
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
進
行

性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
あ
る
大
森
康

裕
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
自
立
生
活

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
五

年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
は
、

『
区
役
所
か
ら
市
役
所
ま
で
、
大
森
さ

ん
の
自
立
の
た
め
に
一
致
団
結
』
（
三
〇

四
頁
）
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
阪
青
い
芝

の
会
が
た
ど
り
着
い
た
到
達
点
と
い
え

る
。

９

世
界
同
時
的
、
独
自
に
展
開
し
た

大
阪
の
活
動

終
章
で
は
、
著
者
は
、
立
岩
真
也
と

田
中
耕
一
郎
を
援
用
し
、
『
自
ら
の
主

体
性
を
主
張
し
、
自
己
決
定
し
て
い
く
』

と
い
う
障
害
者
自
立
生
活
の
概
念
と
実

践
が
『
世
界
同
時
的
に
活
性
化
』
（
三
一

三
頁
）
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
し
か

に
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ
バ
ー
ツ
が
自
立

生
活
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
た
の
は
一
九

七
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

著
者
は
、
大
阪
青
い
芝
の
会
の
『
主

体
性
を
取
り
戻
す
自
分
自
身
か
ら
の
自

立
』
と
『
権
利
を
取
り
戻
す
社
会
的
自

立
』
（
三
一
三
―
三
一
四
頁
）
が
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
輸
入
で
は
な
く
、
日
本
独
自

に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
重
度
障

害
者
の
自
立
に
焦
点
を
当
て
続
け
た
こ

と
と
、
『
運
動
の
大
衆
化
』
を
奨
め
た

と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

ま
た
著
者
は
、
制
度
が
整
備
さ
れ
て

い
く
中
で
、
『
運
動
の
大
切
さ
』
が
往
々

に
し
て
忘
れ
去
ら
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と

に
警
告
を
発
し
て
い
る
。
主
体
性
を
引

き
出
し
発
揮
す
る
も
の
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
運
動
で
あ
る
。
一
方
、
成
果
を
求

め
す
ぎ
る
と
運
動
組
織
が
機
構
化
・
硬

直
化
し
、
個
々
の
主
体
性
が
損
な
わ
れ

て
い
く
。
著
者
は
、
史
的
研
究
と
い
う

方
法
を
採
り
、
先
人
の
苦
闘
の
歩
み
を

振
り
返
る
こ
と
で
、
障
害
者
解
放
の
本

質
と
開
拓
者
魂
と
も
い
え
る
初
心
を
、

本
書
で
指
し
示
し
た
と
い
え
る
。

10

本
書
の
課
題

資
本
主
義
が
グ
ロ
ー
カ
ル
な
格
差
の

拡
大
と
い
う
形
で
呻
吟
を
発
し
て
い
る
。

民
主
主
義
が
排
外
主
義
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
の
蔓
延
に
よ
っ
て
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
。
Ｐ
Ｃ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会
の
急
速
な
進

展
は
、
人
が
人
に
向
き
合
わ
な
い
〝
総

引
き
篭
り
〟
と
も
い
え
る
〝
孤
人
社
会

〟
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
社
会
は
管
理

機
構
化
さ
れ
、
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
で

訓
練
さ
れ
き
っ
た
人
々
は
進
ん
で
管
理

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
の
よ
う
な

社
会
に
あ
っ
て
、
主
体
性
や
権
利
や
個

人
の
尊
厳
や
連
帯
は
果
た
し
て
実
質
の

あ
る
も
の
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
根
源
的
に
問
う

か
た
ち
で
は
じ
ま
っ
た
障
害
者
解
放
運

動
は
、
今
日
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で

新
た
な
地
平
を
切
り
拓
い
て
く
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
障
害
者
解
放
運
動
が
世

界
同
時
的
に
活
性
化
し
た
こ
と
は
、
時

代
が
熱
を
帯
び
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
時
代
の
熱
が
冷
め
た
今
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
解
放
の
空
間
と
関
係
が

創
出
さ
れ
う
る
の
か
、
著
者
に
問
い
続

け
て
も
ら
い
た
い
。
障
害
者
解
放
運
動

に
は
、
そ
の
地
平
を
拓
く
可
能
性
が
あ

り
、
大
阪
の
持
つ
泥
臭
い
文
化
も
ま
だ

ま
だ
そ
の
パ
ワ
ー
を
秘
め
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
、
健
全
者
と
い

わ
れ
る
「
私
」
た
ち
自
身
の
葛
藤
を
抱

え
込
む
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
強
く
求
め

ら
れ
る
。

一
九
九
九
年
、
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
た
当
時
の
都
知
事
・
石
原
慎

太
郎
は
、
「
あ
あ
い
う
人
っ
て
の
は
人

格
あ
る
の
か
ね
。
」
と
語
っ
て
批
判
を

浴
び
た
。
同
種
の
発
言
は
後
を
断
た
な

い
。
そ
し
て
、
昨
年
、
戦
後
最
大
の
殺

人
事
件
「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
」

が
起
き
た
。
こ
の
時
代
、
本
書
は
読
み

返
す
価
値
の
あ
る
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
定
藤
邦
子
著
、
生
活
書
院
刊
、
二
〇
一
一

年
、
三
〇
〇
〇
円
）
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１

本
書
の
背
景
と
意
義

二
〇
一
六
年
一
二
月
、
「
部
落
差
別

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、

解
消
法
と
略
）
が
成
立
・
施
行
し
、
法
制

度
的
な
意
味
で
、
部
落
問
題
は
新
た
な

段
階
に
入
っ
た
と
言
え
る
。
と
は
い
え
、

解
消
法
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
被
差
別

部
落
や
部
落
解
放
運
動
、
部
落
問
題
に

関
わ
る
人
た
ち
は
、
ま
だ
、
あ
る
意
味

で
の
「
混
乱
」
や
「
静
観
」
と
い
っ
た

状
況
に
あ
る
。
か
く
い
う
私
の
と
こ
ろ

に
も
、
昨
年
度
か
ら
、
講
演
や
研
修
の

依
頼
な
ど
が
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、

そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
最
近
は
、

隣
保
館
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

の
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
・
活
動

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
隣
保

館
や
ま
ち
づ
く
り
関
連
の
テ
ー
マ
で
依

頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
解
消
法
は

隣
保
館
に
と
っ
て
好
機
と
も
、
厄
介
な

も
の
と
も
映
っ
て
い
る
。
「
戸
惑
い
」

が
大
方
の
反
応
の
よ
う
だ
。

と
は
い
え
、
解
消
法
第
一
条
「
目
的
」

の
と
こ
ろ
に
次
の
よ
う
に
謳
わ
れ
た
こ

と
は
非
常
に
大
き
い
。

こ
の
法
律
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別

・

・

・

・

・

・

・

・

・

が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
進

・

・

・

・

・

・

・

・

展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況

の
変
化
が
生
じ
て
い
る

日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部・

落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る

（
傍
点
は
山
本
、
以
下
同
様
）

こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
中
で
、
部

落
問
題
の
中
で
は
古
く
て
新
し
い
テ
ー

マ
と
言
え
る
「
結
婚
差
別
」
を
正
面
か

ら
取
り
上
げ
た
の
が
、
齋
藤
直
子
に
よ

る
『
結
婚
差
別
の
社
会
学
』
で
あ
る
。

「
タ
イ
ム
リ
ー
」
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、

陳
腐
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
し
、
ま
た
、

時
宜
を
狙
っ
て
公
刊
さ
れ
た
研
究
書
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
不
遜
な
言

い
方
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
否
応
な
く
、

本
書
の
現
代
的
意
義
を
高
め
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
度
々
言
及
さ
れ
て
き
た
同

和
対
策
審
議
会
答
申
の
一
節
「
結
婚
に

際
し
て
の
差
別
は
、
部
落
差
別
の
最
後

の
越
え
難
い
壁
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘

の
ま
さ
に
現
代
的
位
相
を
明
ら
か
に
し

て
く
れ
て
い
る
。

社
会
学
分
野
の
中
で
部
落
問
題
を
主

題
に
す
る
研
究
者
は
非
常
に
少
な
い
し
、

周
囲
を
見
渡
し
て
も
、
世
代
の
近
い
人

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
著
者
の
属
す

る
大
阪
市
立
大
学
は
、
そ
れ
で
も
、
部

落
問
題
研
究
者
（
特
に
社
会
学
分
野
）
を

多
く
輩
出
し
て
い
る
稀
有
な
研
究
機
関

で
あ
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
野
宿
者
、

沖
縄
、
在
日
朝
鮮
人
な
ど
の
課
題
に
関

し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
ち
な

み
に
、
残
念
な
が
ら
京
都
に
は
そ
う
い
っ

た
研
究
機
関
は
存
在
し
な
い
。
部
落
問

題
研
究
所
や
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、
そ
う

い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
京
都
朝
鮮
学
校
襲
撃
事
件

裁
判
（
二
〇
一
〇
年
～
二
〇
一
四
年
）
か
ら

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
の
成
立
過
程

（
二
〇
一
六
年
）
の
中
で
、
他
の
差
別
問

題
に
取
り
組
む
研
究
者
や
活
動
家
か
ら

は
、
強
い
関
心
を
向
け
ら
れ
、
度
々
、

質
問
を
受
け
る
の
が
部
落
問
題
で
あ
り
、

近
年
稀
に
み
る
多
様
な
反
差
別
の
市
民

運
動
の
盛
り
上
が
り
の
中
に
、
部
落
解

放
運
動
は
も
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
し

て
良
い
。
「
世
系
」
の
問
題
は
、
解
消

法
の
成
立
に
よ
っ
て
再
び
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
間
の
共
通
の
課
題
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
私

た
ち
は
、
部
落
問
題
に
取
り
組
む
多
様

な
市
民
運
動
を
も
っ
と
叢
生
さ
せ
、
市

民
社
会
の
議
論
を
活
性
化
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

本
書
の
成
り
立
ち
と
構
成

本
書
は
、
「
お
わ
り
に
」
で
も
触
れ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
で
あ
る
齋

藤
が
、
二
〇
〇
七
年
に
奈
良
女
子
大
学

に
提
出
し
た
博
士
論
文
『
被
差
別
部
落

出
身
者
を
め
ぐ
る
婚
姻
忌
避
に
関
す
る

社
会
学
的
研
究
』
を
も
と
に
、
そ
の
後

の
研
究
成
果
も
加
え
、
書
き
直
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
部
落
解
放
・
人

権
研
究
所
「
全
国
部
落
青
年
の
雇
用
・

生
活
実
態
調
査
」
、
「
戦
後
大
阪
の
都

市
部
落
の
変
容
過
程
に
関
す
る
総
合
的

研
究
」
（
科
学
研
究
費
基
盤
（
Ｂ
）
代
表
・

野
口
道
彦
）
、
さ
ら
に
、
齋
藤
自
身
に
よ

る
講
演
会
や
支
援
現
場
と
の
関
わ
り
の
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中
で
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
に
拠
っ
て

い
る
。
「
参
考
文
献
」
を
確
認
す
る
と
、

齋
藤
の
研
究
業
績
の
中
で
一
番
最
初
に

当
た
る
の
が
二
〇
〇
二
年
に
発
表
さ
れ

た
「
結
婚
差
別
の
ゆ
く
え
」
（
『
人
権
問

題
研
究
』
第
２
号
、
大
阪
市
立
大
学
人
権
問

題
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と
な
っ
て
い
る
。
足

か
け
十
五
年
以
上
の
研
究
活
動
の
集
大

成
と
し
て
本
書
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
が

伺
え
、
長
く
地
道
な
研
究
蓄
積
の
上
に

立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
目
次
を
見
て
み
た
い
。

は
じ
め
に

第
１
章

部
落
問
題
と
は
何
か

1

部
落
問
題
と
は
何
か
・
部
落
出
身

者
と
は
誰
か
／
2

部
落
差
別
は
も
う

な
い
!?
／
3

近
年
の
部
落
差
別
事
象

第
２
章

結
婚
差
別
は
ど
の
よ
う
に
分

析
さ
れ
て
き
た
か

1

結
婚
差
別
の
膨
大
な
記
録
／
2

部
落
（
同
和
）
問
題
を
め
ぐ
る
意
識

調
査
・
実
態
調
査
／
3

二
〇
〇
〇
年

代
以
降
の
研
究
／
4

配
偶
者
選
択
論

と
結
婚
差
別

第
３
章

結
婚
差
別
の
プ
ロ
セ
ス

1

ひ
と
つ
の
事
例
か
ら
／
2

結
婚

差
別
問
題
の
プ
ロ
セ
ス
で
起
こ
る
こ

と
／
3

調
査
の
概
要

第
４
章

う
ち
あ
け

1

う
ち
あ
け
る
か
、
う
ち
あ
け
な
い

か
／
2

う
ち
あ
け
し
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
／
3

う
ち
あ
け
し
た
ケ
ー
ス
／
4

恋
愛
差
別
／
5

部
落
出
身
同
士
／
6

う
ち
あ
け
へ
の
対
処

第
５
章

親
の
反
対

1

結
婚
差
別
と
親
／
2

ひ
と
つ
の

事
例
か
ら
／
3

反
対
を
受
け
な
か
っ

た
ケ
ー
ス
／
4

親
の
反
対
と
交
際
の

破
局
／
5

反
対
す
る
親
と
縁
を
切
る

／
6

結
婚
に
反
対
す
る
理
由
／
7

親
子
仲
は
強
ま
っ
て
い
る
の
か

第
６
章

カ
ッ
プ
ル
に
よ
る
親
の
説
得

1

強
い
反
対
に
ど
う
対
抗
し
て
い
く

の
か
／
2

熱
意
／
3

人
柄
／
4

既

成
事
実
を
つ
く
る
／
5

「
縁
切
り
」

を
す
る
・
ほ
の
め
か
す
／
6

弱
い
が

粘
り
強
く

第
７
章

親
に
よ
る
条
件
付
与

1

消
極
的
な
容
認
／
2

栄
さ
ん
の

ケ
ー
ス
／
3

条
件
の
類
型
／
4

条

件
付
与
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト

第
８
章

結
婚
差
別
問
題
で
は
何
が
争

わ
れ
て
い
る
の
か

1

祝
福
を
め
ぐ
る
攻
防
／
2

「
祝

福
」
は
不
必
要
か
／
3

「
親
戚
」

「
世
間
」
の
効
力
／
4

「
脱
部
落
化
」

と
「
忌
避
の
合
理
化
」
／
5

も
ち
こ

さ
れ
る
差
別

第
９
章

結
婚
後
差
別

1

家
庭
内
で
の
差
別
／
2

「
結
婚

後
差
別
」
の
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
／

3

結
婚
後
に
出
身
が
明
ら
か
に
な
っ
た

ケ
ー
ス
／
4

「
非
告
知
」
と
い
う
条

件
の
維
持
／
5

忌
避
の
継
続
／
6

親
の
態
度
変
容
の
可
能
性
／
7

家
族

関
係
の
安
定
と
不
安
定

第
10
章

支
援

1

親
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
／

2

支
援
の
多
様
性
を
／
3

耳
を
傾

け
て
、
本
人
が
決
め
る
／
4

部
落
問

題
と
向
き
合
う
／
5

心
理
的
な
ケ
ア

／
6

そ
の
後
を
み
す
え
た
支
援
を
／

7

人
を
つ
な
ぐ

お
わ
り
に

参
考
文
献

索
引三

〇
〇
頁
弱
の
分
量
に
な
る
が
、
聞

き
取
り
調
査
の
記
録
を
多
く
掲
載
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
研
究
者
で
な
く
て

も
、
十
分
に
読
み
や
す
い
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
支
援
や
運
動
の
現
場
、
ま
た
、

他
分
野
に
取
り
組
ん
で
い
る
幅
広
い
読

者
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
部
落
問
題
に
関
す
る
図
書
が

ほ
と
ん
ど
な
い
勁
草
書
房
か
ら
出
版
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
、
幅
広
い
層
に
手
に

取
っ
て
も
ら
い
や
す
く
な
る
と
思
わ
れ
、

積
極
性
を
感
じ
る
。
そ
の
点
と
関
連
し

て
、
「
結
婚
差
別
の
社
会
学
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
以
外
に
副
題
が
な
い
こ
と
が

気
に
な
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
「
部

落
問
題
を
通
し
て
」
な
ど
の
副
題
が
浮

か
ぶ
が
、
こ
の
点
も
、
幅
広
い
読
者
層

を
得
る
た
め
の
意
図
的
な
企
て
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
点
の
経
緯
は
本

書
で
は
確
認
で
き
な
い
。

続
い
て
、
本
書
の
目
的
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
部
落
出
身
者
へ
の
結
婚
差

別
が
生
じ
た
と
き
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
親

と
子
の
間
で
ど
の
よ
う
な
相
互
作
用
が

生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
、
実
際
に
結
婚

差
別
に
直
面
し
た
方
々
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
通
じ
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
（
五
七
頁
）

齋
藤
は
、
中
村
清
二
や
内
田
龍
史
の

先
行
研
究
に
触
れ
、
こ
れ
ま
で
、
結
婚

差
別
問
題
に
関
す
る
理
論
的
研
究
や
そ

の
内
実
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
研
究
が
な

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
背
景
を
指

摘
し
て
い
る
。
確
か
に
、
極
め
て
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
あ
り
、
表
出
さ
れ
に
く

い
、
辿
り
に
く
い
事
象
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
容
易
に
そ
の
原
因
と
し
て
思
い

浮
か
ぶ
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に
本
書
が
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着
目
す
る
の
は
、
「
結
婚
差
別
問
題
が

生
じ
た
と
き
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
や

り
と
り
が
な
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
容
認
に
向
か
っ
た
り
、
あ

る
い
は
破
談
に
終
わ
る
の
か
」
（
ⅳ
頁
）

と
い
う
結
婚
差
別
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
結
婚
は
、
『
結
婚
式
』
と

い
っ
た
ひ
と
つ
の
時
点
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
後
も
続
く
プ
ロ
セ
ス
で

あ
る
の
と
同
様
、
結
婚
差
別
も
点
で
は

・

・

・

な
く
、
結
婚
前
か
ら
結
婚
後
ま
で
起
こ

・

・
り
う
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
」
（
二
〇
三
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

評
者
も
、
奥
田
均
に
よ
る
『
結
婚
差

別

デ
ー
タ
で
読
む
現
実
と
課
題
』
（
解

放
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
を
参
考

に
、
結
婚
差
別
に
関
す
る
講
演
・
研
修

な
ど
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
。
部
落

問
題
の
主
要
課
題
と
言
わ
れ
て
き
た
の

は
就
職
差
別
、
教
育
差
別
、
結
婚
差
別

で
あ
る
が
、
確
か
に
、
結
婚
差
別
は
そ

の
「
内
実
」
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
ま

ま
、
被
差
別
体
験
率
や
市
民
の
忌
避
意

識
の
調
査
な
ど
の
デ
ー
タ
が
紹
介
さ
れ

続
け
て
き
た
感
が
あ
る
。
齋
藤
も
指
摘

す
る
よ
う
に
、
他
方
で
、
識
字
教
室
の

作
文
や
手
記
な
ど
に
拠
る
か
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
部
落
問
題
研
究
に
と
っ

て
も
非
常
に
意
義
の
あ
る
研
究
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
付
け
加
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
は
、
社
会
学
と
の
関
係
で
あ
り
、

特
に
、
家
族
社
会
学
と
の
関
わ
り
で
あ

る
。
齋
藤
は
、
「
配
偶
者
選
択
論
」
を

取
り
上
げ
、
「
結
婚
相
手
と
し
て
選
好

さ
れ
る
属
性
の
研
究
や
、
階
層
や
属
性

の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
数

あ
っ
て
も
、
選
好
さ
れ
な
い
属
性
に
つ

い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
」

（
三
八
頁
）
と
指
摘
し
、
親
と
カ
ッ
プ
ル

の
「
相
互
作
用
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を

採
用
し
、
部
落
問
題
研
究
と
家
族
社
会

学
の
「
接
合
」
を
企
図
し
て
も
い
る
。

齋
藤
は
、
「
結
婚
差
別
問
題
は
、
差
別

の
問
題
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
家
族
関

係
の
問
題
で
も
あ
る
」
（
一
八
六
頁
）
と

言
う
。
部
落
差
別
を
理
由
と
し
た
結
婚

差
別
の
中
に
私
た
ち
が
家
族
と
い
う
単

位
・
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
絶
対
化
し

た
り
、
相
対
化
し
て
い
る
の
か
／
し
て

き
た
の
か
。
ま
さ
に
、
そ
こ
に
家
族
な

る
も
の
の
成
り
立
ち
・
行
く
末
を
明
ら

か
に
す
る
家
族
社
会
学
的
研
究
で
も
あ

る
本
書
の
意
義
が
あ
る
。

３

結
婚
差
別
の
プ
ロ
セ
ス
の
解
読

そ
れ
で
は
、
実
際
に
結
婚
差
別
の
プ

ロ
セ
ス
の
解
読
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
の
か
に
つ
い
て
、
章
立
て
に
沿
っ
て

詳
し
く
見
て
み
た
い
。
第
３
章
か
ら
第

９
章
の
部
分
に
な
る
。

第
３
章
で
は
、
あ
る
カ
ッ
プ
ル
を
め

ぐ
る
結
婚
差
別
の
一
例
を
取
り
上
げ
、

そ
の
中
に
、
い
く
つ
か
の
ス
ト
ー
リ
ー

の
展
開
・
段
階
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

「
う
ち
あ
け
」
（
→
第
４
章
）
、
「
親
の

反
対
」
（
→
第
５
章
）
、
「
カ
ッ
プ
ル
に

よ
る
親
の
説
得
」
（
→
第
６
章
）
、
「
親

の
条
件
付
与
」
（
→
第
７
章
）
、
そ
し
て
、

「
結
婚
後
差
別
」
（
→
第
９
章
）
と
い
う

流
れ
で
あ
る
。

第
４
章
の
特
徴
は
、
結
婚
差
別
の
プ

ロ
セ
ス
の
初
期
の
段
階
で
あ
る
「
う
ち

あ
け
」
段
階
の
中
に
も
多
様
な
展
開
（
ケ
ー

ス
）
が
あ
る
こ
と
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。
大

阪
府
に
よ
る
二
〇
〇
〇
年
の
実
態
調
査

は
、
同
和
地
区
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る

／
告
げ
ら
れ
る
経
験
に
お
い
て
、
ほ
と

ん
ど
が
結
婚
前
で
あ
り
、
年
齢
層
が
若

い
ほ
ど
そ
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
相
手
が
既

に
知
っ
て
い
る
こ
と
を
予
期
し
た
非
告

知
も
三
割
を
占
め
て
い
る
。
福
山
市
（
二

〇
一
〇
年
）
、
伊
賀
市
（
二
〇
一
二
年
）
の

調
査
で
は
、
告
知
は
、
交
際
を
は
じ
め

て
す
ぐ
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
結
婚
後
も

う
ち
あ
け
ず
に
暮
ら
し
て
い
る
人
が
少

な
く
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
結

婚
差
別
に
対
す
る
不
安
は
、
告
知
を
す

る
理
由
に
も
な
れ
ば
、
し
な
い
理
由
に

も
な
る
と
い
っ
た
一
面
的
で
は
な
い
傾

向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
統
計
的
調
査
に
、
質
的
な

内
実
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
本
書
の

基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
説
得
的

な
点
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
う
ち
あ

け
し
な
か
っ
た
」
場
合
に
つ
い
て
、
出

身
に
つ
い
て
話
題
を
切
り
出
せ
ず
に
悩

む
ケ
ー
ス
、
友
人
関
係
の
な
か
で
す
で

に
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
、
事
前
に
興
信
所
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
身
元
調
べ
を
さ

れ
た
ケ
ー
ス
、
う
ち
あ
け
な
い
ま
ま
結

婚
生
活
を
送
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
で

あ
る
。
次
に
、
「
う
ち
あ
け
し
た
」
場

合
に
つ
い
て
は
、
後
で
問
題
に
な
ら
な

い
た
め
、
当
事
者
本
人
の
ケ
ジ
メ
と
し

て
う
ち
あ
け
を
決
断
し
た
ケ
ー
ス
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
齋
藤
が
強

調
す
る
の
は
、
相
手
方
が
「
別
に
関
係

な
い
」
「
気
に
す
る
問
題
じ
ゃ
な
い
」

と
い
っ
た
肯
定
的
に
も
見
え
る
反
応
を

示
す
点
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
出
身
者

と
非
出
身
者
の
非
対
称
性
が
存
在
す
る

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
例
え
ば
、
親
戚

に
は
ひ
た
隠
し
に
さ
れ
た
あ
げ
く
離
婚
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に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
「
関
係
な
い
」

は
「
差
別
し
な
い
」
と
い
う
意
味
で
は

な
い
と
い
う
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

教
育
啓
発
の
場
面
で
も
、
相
手
方
が
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
た
と
き
に
示
す

反
応
と
し
て
肯
定
的
に
言
及
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
「
関
係
な
い
」
的
反
応
の

先
に
あ
る
も
の
／
隠
れ
た
も
の
を
剔
抉

し
て
い
る
点
が
重
要
だ
。

ま
た
、
こ
の
章
で
は
、
結
婚
差
別
の

行
く
末
に
つ
い
て
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な

特
徴
に
つ
い
て
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
私
た
ち
が
「
つ
き
合
う
自
由
」
と

「
別
れ
る
自
由
」
を
手
に
し
た
と
き
、

別
れ
る
こ
と
の
障
壁
が
低
く
な
り
、
部

落
差
別
を
理
由
と
し
た
別
れ
か
ど
う
か

見
分
け
が
つ
き
に
く
く
な
る
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
の

困
難
性
と
も
重
な
る
。
憲
法
第
24
条
第

1
項
に
は
「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の

み
に
基
い
て
成
立
し
…
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
親
や
世
間
に
よ
る
差
別
を
乗
り

越
え
真
に
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い

た
婚
姻
に
近
づ
く
こ
と
が
部
落
差
別
解

消
の
道
筋
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
「
婚

姻
」
や
「
両
性
」
と
い
っ
た
も
の
の
み

で
私
た
ち
の
（
性
愛
的
な
）
関
係
性
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
構
成
さ
れ
て
い
な
い

し
、
制
約
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ

う
い
っ
た
価
値
観
も
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
後
者
の
価

値
観
が
浸
透
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
つ
き

合
う
／
別
れ
る
理
由
は
一
層
見
え
に
く

く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
事
態
と
部
落
問
題
の
関
係

は
、
二
重
、
三
重
に
複
雑
で
あ
る
こ
と

を
想
起
さ
せ
る
章
で
あ
る
。

第
５
章
は
親
の
反
対
に
つ
い
て
で
あ

る
。
齋
藤
は
、
反
対
言
説
を
類
型
化
し
、

一
般
的
な
、
世
間
的
な
忌
避
を
理
由
に

す
る
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ
る
正
当

化
」
と
、
自
分
自
身
の
忌
避
感
を
基
に

し
た
「
明
示
的
忌
避
」
と
を
指
摘
す
る
。

当
然
、
前
者
に
反
論
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
そ
れ
自
身
が
、
不
特
定
多
数
の
抽

象
的
な
「
世
間
」
を
相
手
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
レ
ト
リ
ッ
ク
で
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
「
よ
り
よ
い
結
婚
の
可
能
性
」
や

「
親
戚
」
や
「
世
間
」
に
よ
る
忌
避
を

予
期
す
る
な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
、
融

通
無
碍
且
つ
恣
意
的
に
、
反
対
言
説
は

動
員
さ
れ
て
く
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
逐

一
反
論
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
憲
法
の

規
定
は
さ
て
お
き
、
親
の
承
諾
を
結
婚

の
ハ
ー
ド
ル
に
挙
げ
る
人
び
と
は
少
な

く
な
い
（
九
七
頁
）
。
こ
の
章
で
も
紹
介

さ
れ
る
「
縁
を
切
る
」
と
い
う
の
は
相

当
程
度
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
誰
も
が
、

誰
も
に
祝
福
さ
れ
て
、
望
ま
れ
て
（
反
対

さ
れ
ず
に
）
結
婚
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
に
、
結
婚
差
別
問
題
は
、
親

や
周
囲
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は

ま
さ
に
正
鵠
を
射
て
い
る
（
九
八
頁
）
。

第
６
章
は
カ
ッ
プ
ル
に
よ
る
親
の
説

得
で
あ
る
。
「
熱
意
」
の
強
さ
や
「
人

柄
」
の
良
さ
と
い
っ
た
こ
と
を
カ
ッ
プ

ル
は
動
員
し
た
り
、
妊
娠
先
行
型
、
同

棲
、
婚
姻
届
を
出
す
、
と
い
っ
た
既
成

事
実
に
よ
る
説
得
な
ど
も
試
み
ら
れ
る
。

「
縁
切
り
」
を
す
る
・
ほ
の
め
か
す
と

い
う
手
段
を
使
っ
た
事
例
も
紹
介
さ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
（
孫
）
が
で
き

れ
ば
容
認
に
傾
く
と
い
う
ケ
ー
ス
も
指

摘
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
孫
の
存
在
さ

え
認
め
ず
忌
避
し
続
け
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
こ
の
章
で
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら

の
手
段
を
用
い
、
結
婚
に
ま
つ
わ
る
、

認
め
る
／
認
め
ら
れ
る
と
い
う
非
対
称

な
関
係
性
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と

が
、
部
落
差
別
と
い
う
問
題
の
核
心
か

ら
か
え
っ
て
外
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
と

い
う
陥
穽
に
嵌
ま
る
こ
と
が
あ
る
と
の

指
摘
で
あ
る
。

第
７
章
は
親
に
よ
る
条
件
付
与
で
あ

る
。
周
囲
に
出
身
を
隠
す
「
非
告
知
」
、

部
落
内
に
住
ま
な
い
「
非
居
住
」
、
部

落
問
題
に
関
わ
る
運
動
を
し
な
い
「
非

運
動
」
、
子
ど
も
に
関
す
る
「
非
出
産
」

と
い
う
条
件
付
与
を
課
し
て
、
結
婚
を

容
認
す
る
と
い
う
親
の
態
度
で
あ
る
。

結
婚
に
反
対
は
し
な
い
が
条
件
を
提
示

さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
、
条
件
を
受
け
入
れ

ら
れ
ず
交
際
が
終
わ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

条
件
付
与
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
も
実
に
多

様
で
あ
る
。

第
８
章
は
第
３
章
か
ら
第
７
章
ま
で

の
事
例
検
討
を
踏
ま
え
た
議
論
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
結

婚
差
別
の
原
因
と
は
親
や
世
間
、
社
会

の
方
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

説
得
に
当
事
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
が
臨
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
、
破
談
の

責
任
や
結
婚
後
の
責
任
（
「
幸
福
」
で
あ

る
こ
と
を
親
子
共
々
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
）
を
課
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
で

あ
ろ
う
。
「
人
柄
」
や
「
熱
意
」
を
通

じ
て
、
部
落
出
身
者
だ
け
れ
ど
も
良
い

人
、
相
応
し
い
人
、
と
い
う
「
例
外
化

の
戦
略
」
や
、
そ
の
「
例
外
化
」
に
訴

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
カ
ッ
プ
ル
の

説
得
戦
略
に
潜
む
「
忌
避
の
合
理
化
」

へ
の
加
担
（
齋
藤
は
よ
り
強
い
言
い
方
で

「
共
犯
的
」
と
も
指
摘
す
る
）
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
が
、
「
結
婚
後
差

別
」
の
萌
芽
に
す
ら
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
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第
９
章
で
は
結
婚
後
差
別
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
結
婚
前
差
別
を
「
乗
り
越
え
」

た
先
に
待
っ
て
い
る
事
態
を
摘
出
す
る
。

本
書
は
、
結
婚
前
と
結
婚
後
に
結
婚
差

別
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
け
て
分
析
し
て
い

る
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、
「
そ
の
後
」

に
起
こ
る
様
々
な
部
落
差
別
と
は
、
例

え
ば
、
結
婚
式
に
参
列
し
な
い
、
相
手

が
部
落
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
親
戚
に

隠
す
、
夫
／
妻
の
出
身
地
（
部
落
）
を
忌

避
す
る
（
絶
対
に
訪
れ
な
い
）
、
直
接
的

に
「
部
落
民
の
く
せ
に
」
と
い
う
発
言

を
パ
ー
ト
ナ
ー
の
親
か
ら
受
け
る
、
法

事
に
（
部
落
出
身
の
）
夫
を
同
伴
さ
せ
な

い
、
さ
ら
に
、
離
婚
に
至
る
な
ど
で
あ
る
。

数
年
前
に
、
部
落
解
放
同
盟
京
都
府

連
合
会
・
女
性
部
に
よ
る
『
京
都
府
部

落
女
性
の
実
態
調
査
報
告
書

女
性
の
自

立
と
解
放
を
め
ざ
し
て
』
（
二
〇
一
二
年
）

が
公
刊
さ
れ
て
い
る
（
同
種
の
調
査
は
、

大
阪
・
奈
良
・
兵
庫
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い

る
）
。
こ
の
報
告
書
は
結
婚
後
差
別
を
意

識
し
た
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
結
婚
に

反
対
・
拒
否
さ
れ
た
女
性
た
ち
に
そ
の

形
態
を
尋
ね
て
い
る
。
結
婚
話
が
あ
っ

た
と
き
八
〇
・
二
％
、
結
婚
式
へ
の
出

席
を
拒
否
一
七
・
三
％
、
結
婚
後
の
付

き
合
い
を
拒
否
一
七
・
三
％
、
現
在
も

つ
き
あ
い
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
五
・
九

％
、
と
い
う
実
態
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
抜
粋
す
る
と
、

ま
っ
た
く
夫
か
ら
同
和
地
区
の
話
し
が

な
か
っ
た
の
で
知
ら
な
か
っ
た
。
会
館

が
建
っ
て
同
和
地
区
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
自
分
の
母
親
が
○
○
の
家
に
来

て
く
れ
な
く
な
っ
た
…
兄
弟
姉
妹
に
は
、

同
和
地
区
の
こ
と
は
、
言
わ
な
か
っ
た
。

／
夫
の
親
せ
き
に
結
婚
し
て
、
子
ど
も

が
い
る
こ
と
も
長
い
間
か
く
さ
れ
て
い

た
。
結
婚
し
た
事
が
周
り
の
人
に
わ
か
っ

て
も
か
か
わ
り
を
も
た
な
い
で
く
れ
と

言
わ
れ
た
。
／
（
夫
の
親
か
ら
）
お
前
も

ど
こ
の
馬
の
骨
か
わ
か
ら
ん
。
調
べ
た

る
（
と
言
わ
れ
た
）
。
／
夫
の
親
か
ら

「
あ
ん
た
が
来
て
か
ら
う
ち
ら
は
お
か

し
く
な
っ
た
。
あ
ん
た
の
せ
い
や
」
（
と

言
わ
れ
た
）

な
ど
で
あ
る
。
実
に
齋
藤
の
分
析
結
果

と
重
な
る
点
が
多
い
。

４

差
別
被
害
の
救
済
・
ケ
ア
に
向
け
て

本
書
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
と
し
て
、

「
支
援
」
と
い
う
最
終
章
が
置
か
れ
て

い
る
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
結

婚
差
別
を
め
ぐ
る
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、

「
乗
り
越
え
」
の
戦
略
に
す
ら
部
落
差

別
を
不
問
に
し
て
し
ま
う
陥
穽
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
数
値
に
は
な
か
な

か
現
れ
な
い
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
リ
ア

リ
テ
ィ
を
執
拗
に
抉
り
出
す
点
は
、
実

に
社
会
学
的
な
分
析
と
言
え
る
。
た
だ
、

そ
の
先
に
、
「
支
援
」
と
い
う
最
重
要

課
題
を
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
単
な

る
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
超
え
た
実

践
的
な
側
面
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
章
で
は
、
実
際
に
結
婚
差
別

を
受
け
た
人
や
被
害
当
事
者
を
支
援
し

て
い
る
人
た
ち
へ
の
聞
き
取
り
調
査
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
私
な
り
に
ま
と
め
る
と
、
既
に
見
て

き
た
よ
う
に
、
①
結
婚
差
別
の
パ
タ
ー

ン
は
実
に
多
様
で
あ
る
た
め
、
そ
の
こ

と
に
応
じ
た
多
様
な
支
援
・
選
択
肢
を

用
意
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

際
に
、
②
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
く
人
と

部
落
の
話
が
で
き
る
人
が
必
要
で
あ
り
、

そ
こ
へ
の
つ
な
ぎ
が
大
事
で
あ
る
。
加

え
て
、
③
結
婚
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
ら

ず
／
結
婚
差
別
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

「
正
答
」
で
は
な
く
、
カ
ッ
プ
ル
の
思

い
に
見
合
っ
た
関
係
性
を
築
き
、
そ
の

決
断
を
（
強
い
る
の
で
は
な
く
）
ア
シ
ス

ト
す
る
こ
と
で
あ
る
。

月
並
み
な
言
い
方
に
は
な
る
が
、
教

科
書
的
な
処
方
箋
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。

ま
た
、
差
別
と
闘
う
勇
ま
し
い
姿
、
部

落
問
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
、

そ
の
時
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
相
応
し

い
訳
で
は
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い

る
（
「
例
外
化
の
戦
略
」
や
「
忌
避
の
合
理

化
」
の
陥
穽
に
嵌
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
て
も
）
。

悪
い
ん
か
っ
て
ゆ
っ
た
ら
、
悪
く
も
な

い
し
、
み
た
い
な
。
な
ら
、
め
っ
ち
ゃ

幸
せ
な
、
気
持
ち
的
に
、
辛
さ
を
乗
り

越
え
て
自
分
は
強
く
な
っ
て
、
「
わ
ー

い
」
み
た
い
な
、
「
真
っ
青
な
青
空
」

な
ん
か
っ
て
言
っ
た
ら
、
そ
う
で
は
な

い
。
（
二
六
七
頁
）

結
婚
差
別
を
「
乗
り
越
え
た
」
と
さ

れ
る
人
の
言
葉
も
印
象
的
だ
。
「
壁
」

を
乗
り
越
え
る
／
乗
り
越
え
な
い
／
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
と
い
う
切
り
分
け
方

に
は
収
ま
ら
な
い
割
り
切
れ
な
さ
が
あ

る
こ
と
を
意
識
し
た
い
。

５

本
書
の
課
題
／
私
た
ち
の
課
題

本
書
の
「
お
わ
り
に
」
で
は
残
さ
れ

た
課
題
と
し
て
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
①
婚
約
破
棄
な
ど
を
め
ぐ
る
裁
判

事
例
や
婚
姻
や
戸
籍
に
関
わ
る
制
度
な
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ど
、
法
制
度
的
な
検
討
で
あ
る
。
②
差

別
被
害
へ
の
救
済
・
ケ
ア
に
つ
い
て
で

あ
る
。
③
複
合
差
別
に
つ
い
て
で
あ
る
。

そ
し
て
、
④
解
消
法
と
の
関
係
で
あ
る
。

①
か
ら
④
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
点

と
し
て
は
、
家
族
社
会
学
に
対
す
る

「
新
た
な
知
見
」
の
行
方
が
気
に
な
っ

た
。
最
後
に
「
支
援
」
の
章
が
置
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
前
半
の
方
針
に
比
し

て
、
徐
々
に
家
族
社
会
学
と
の
「
接
合
」

は
後
景
化
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
第
２
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

ア
ダ
ム
ス
の
配
偶
者
選
択
過
程
の
モ
デ

ル
を
書
き
換
え
て
み
る
こ
と
も
十
分
に

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
②
の
点
に
つ
い
て
、
他
の
差

別
被
害
に
対
す
る
取
り
組
み
と
の
共
有

が
可
能
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
章
を
読

ん
で
す
ぐ
に
想
起
し
た
の
は
、
京
都
の

朝
鮮
学
校
襲
撃
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
が
成
立
し
、

京
都
事
件
に
つ
い
て
は
時
系
列
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に

比
し
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
被
害
に
対

す
る
救
済
的
取
り
組
み
に
対
す
る
関
心

は
、
非
常
に
低
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
か
ん
さ

い
熱
視
線
「
傷
つ
け
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
今

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
か
ら
６
年
」

（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
放
送
）
は
、

法
的
・
行
政
的
・
社
会
的
に
放
置
さ
れ

た
被
害
当
事
者
の
子
ど
も
た
ち
が
、
舞

踊
を
通
じ
て
、
事
件
と
向
き
合
い
「
乗

り
越
え
」
て
い
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

や
や
美
談
的
に
描
く
。
私
は
こ
の
実
践

を
非
常
に
過
酷
な
も
の
だ
っ
た
と
今
で

も
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

が
で
き
、
そ
の
前
文
に
「
我
が
国
に
お

い
て
は
、
近
年
、
本
邦
の
域
外
に
あ
る

国
又
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
適
法
に
居
住
す
る
そ
の
出

身
者
又
は
そ
の
子
孫
を
、
我
が
国
の
地

域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
煽
動
す

る
不
当
な
差
別
的
言
動
が
行
わ
れ
、
そ

の
出
身
者
又
は
そ
の
子
孫
が
多
大
な
苦

痛
を
強
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
地

域
社
会
に
深
刻
な
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
て
も
、
京
都
府
・

市
は
「
当
該
地
域
社
会
」
を
抱
え
る
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い

な
い
し
、
心
理
的
ケ
ア
に
対
す
る
度
重

な
る
要
請
に
も
応
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
行
政
責
任
と

言
い
立
て
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ

り
、
関
係
者
は
、
京
都
朝
鮮
中
高
級
学

校
・
初
級
学
校
・
第
二
初
級
学
校
に
お

け
る
「
保
健
室
」
の
設
置
に
向
か
っ
た

（
「
オ
モ
ニ
会
の
取
り
組
み
で
は
初
!

京
都

中
高
保
健
室
が
オ
ー
プ
ン
（
上
）
：
「
在
特

会
襲
撃
事
件
」
、
子
ど
も
た
ち
の
不
安
、
自

己
否
定
感
を
ぬ
ぐ
う
」
『
朝
鮮
新
報
』
二
〇

一
七
年
七
月
一
四
日
）
。
こ
う
い
っ
た
被

差
別
と
心
理
的
ケ
ア
を
め
ぐ
る
経
験
値

は
、
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
う
が
（
「
多
文
化
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

等
）
、
経
験
の
共
有
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

反
差
別
の
当
事
者
運
動
で
は
弱
か
っ
た

部
分
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
に
気
付

か
せ
て
く
れ
る
の
も
本
書
の
意
義
で
あ

る
だ
ろ
う
。
当
事
者
と
非
当
事
者
の
多

様
な
組
み
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
も
運

動
の
役
割
と
言
え
る
（
反
差
別
統
一
戦
線

的
な
発
想
で
は
な
く
）
。

②
と
③
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、

朝
鮮
人
男
性
と
日
本
人
女
性
に
よ
る

「
国
際
結
婚
」
の
実
践
・
経
験
が
ど
の

よ
う
に
位
置
付
く
の
か
も
気
に
な
っ
た
。

朝
鮮
人
と
日
本
人
に
よ
る
関
係
性
の
深

化
と
と
も
に
、
男
性
と
女
性
と
い
う
力

関
係
の
前
景
化
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
、
近
年
の
事
例

で
言
え
ば
、
障
害
者
差
別
解
消
法
と
の

関
係
で
障
害
×
女
性
の
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
（
特
に
京
都
府
）
。

差
別
被
害
の
事
例
収
集
も
行
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
う
い
っ
た
経
験
と
突
き
合
わ

せ
る
作
業
も
可
能
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
②
と
④
の
関
係
も
重
要
だ
。

「
部
落
差
別
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に

応
ず
る
た
め
の
体
制
の
充
実
」
（
第
４
条

第
２
項
）
に
つ
い
て
、
国
も
地
方
公
共
団

体
も
ま
っ
た
く
の
無
方
針
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
第
５

条
「
相
談
体
制
の
整
備
」
の
無
方
針
と

も
重
な
る
。
こ
の
点
で
障
害
者
差
別
解

消
法
・
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
と
の
比

較
検
討
が
可
能
で
あ
る
の
と
同
時
に
、

個
人
的
に
隣
保
館
と
い
う
社
会
資
源
と

ど
の
よ
う
に
接
続
す
る
の
か
に
も
注
目

し
た
い
。
例
え
ば
「
香
川
県
部
落
差
別

事
象
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

を
持
つ
香
川
県
下
で
は
、
こ
の
条
例
に

基
づ
く
案
件
は
こ
れ
ま
で
ゼ
ロ
で
あ
る
。

し
か
し
、
隣
保
館
（
高
松
市
）
に
は
、
結

婚
差
別
（
事
件
）
未
満
・
相
談
未
満
の

「
声
」
が
寄
せ
ら
れ
て
も
い
る
。
そ
の

小
さ
な
声
や
サ
イ
ン
に
ど
の
よ
う
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
も
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
解
消

法
の
最
前
線
も
、
支
援
・
ケ
ア
の
つ
な

ぎ
役
も
、
隣
保
館
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

多
く
の
隣
保
館
関
係
者
に
も
読
ん
で
欲

し
い
一
冊
だ
。

（
齋
藤
直
子
著
、
勁
草
書
房
刊
、
二
〇
一
七

年
五
月
、
二
〇
〇
〇
円
）
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違使の供人」 川元祥一

部落史研究 2（全国部落史研究会刊，2017.3）：2,000

円

特集 第22回全国部落史研究大会

前近代史分科会：中世から近世への移行期における芸能民

近代以前・賤視の実像―芸能民はなぜ賤視されたか 山

路興造／習合神道神事舞太夫の職分と集団形成 橋本鶴

人

近現代史分科会：戦後の部落解放運動をめぐる諸問題―

解放運動が直面した部落問題

和歌山「西川事件」の再検討―部落解放運動が直面した

諸問題 渡辺俊雄／高度経済成長前期における部落解放

運動の歴史的位置―大阪の矢田・日之出地区を中心とし

て― 朝治武

全体講演 わたしの部落史研究の回顧と展望 秋定嘉和

秋定先生の「部落史研究」を顧みて 手島一雄／秋定嘉

和氏の経歴および研究業績 八箇亮仁

原爆と部落差別と―広島・福島町での聞き取りから―

戸田栄

同和対策審議会と教育 香渡清則

書評 竹沢泰子ほか編『人種神話を解体する』全三巻 廣

岡浄進

歴史科学協議会および『歴史評論』編集委員会に対する

本会からの申し入れ以降の経過について 寺木伸明

部落問題研究 220（部落問題研究所刊，2017.3）：1,0

58円

特集 人権教育をめぐる動向と課題

「人権教育」の国際的合意形成と教育実践論 八木英二

／ドイツにおける市民性・人権教育の一端―フライブル

ク教育大学における教員養成と政治教育を事例として―

生田周二／和歌山県における人権条例と人権施策基本

方針 梅田修／人権教育政策論における人権意識・人権

感覚の考察 川辺勉／社会科教育における人権認識の形

成―社会科における社会認識の形成と人権認識― 川本

治雄

書評を通して考える 人見佐知子著『近代公娼制度の社

会史的研究』 大日方純夫

部落問題研究 221（部落問題研究所刊，2017.5）：2,0

83円

第54回部落問題研究者全国集会報告

全体会 部落問題解決過程の到達点と課題 梅本哲世，森

田満夫，奥山峰夫

歴史分科会 「行き倒れ」・貧困とその救済に関する国

際比較研究

近世大野藩における貧困と救済 マーレン・エーラス／

植民地朝鮮における「行旅病死人」、その状況と対応行

政 金津日出美／近代イギリスにおける救貧法制と「行

き倒れ」の取扱い 小室輝久

現状分析・理論分科会 部落問題研究所所蔵資料と今日

の人権問題

居住の保障を考える―長期入院精神障害者の地域移行を

めぐって― 松本聡子／「部落名簿」問題を考える―

「部落地名総鑑」から「復刻・全国部落名簿」まで―

奥山峰夫／部落解放運動と三木一平―戦後初期の運動に

関わる三木資料の検討を中心に― 石倉康次

教育分科会 18歳選挙権と政治教育・政治活動

18歳選挙、高校生の政治的リテラシーと政治教育（主権

者を育む教育）の方向性 杉浦真理／高校生の政治活動

の意義と課題―部落研・平和ゼミ活動にふれて― 澤野

重男

思想・文化分科会 『破戒』発表110年記念 文芸分野の

果たした解決過程

明治以降の部落問題文芸を概観する 秦重雄／『破戒』

の今までとこれから―自費出版110周年に寄せて― 川端

俊英

密教学 53（種智院大学密教学会刊，2017.3）

近世真宗差別問題史料（番外編の二の下）―取締懸「天

保十四癸卯年五月従公儀被仰渡之義ニ付御寺法御取締被

仰出諸事伺帳」― 左右田昌幸

良き日のために 11（日本基督教団部落解放センター

刊，2017.4）

足尾銅山鉱毒事件―名もなき者たちの物語 3 安田耕一

リベラシオン 165（福岡県人権研究所刊，2017.3）：1,

000円

特集 博多毎日新聞差別記事事件から100年

2016年度総会記念講演 部落差別の現状と課題 福永謙二

福地幸造における生活指導実践理念の考察―林力に影響

を与えた生活指導実践理念― 板山勝樹

民衆史こぼれ話 片隅に生きた人たち 28 腑分と観臓と

解剖 石瀧豊美

リベラシオン 166（福岡県人権研究所刊，2017.6）：1,

000円

特集 2016年度啓発担当者のための人権講座

松原尋常小学校の研究 関儀久

福地幸造における生活指導実践の構造―林力に影響を与

えた生活指導実践― 板山勝樹

民衆史こぼれ話 片隅に生きた人たち 29 解剖の社会的

側面 石瀧豊美
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特集 はじめての人権保育

ヒューマン・アルカディア 75（福岡県人権啓発情報

センター刊，2017.6）

コラム 部落問題と向き合って学んだこと 内田龍史

ヒューマンJournal 220（自由同和会中央本部刊，201

7.3）

部落解放運動40年を振り返って 23 部落解放に反天皇制

は無用 3 灘本昌久

ヒューマンJournal 221（自由同和会中央本部刊，201

7.6）

部落解放運動40年を振り返って 24 部落解放に反天皇制

は無用 4 灘本昌久

ヒューマンライツ 349（部落解放・人権研究所刊，20

17.4）：500円

特集 高齢社会が抱える「孤立」とどう向き合うか

追悼 同志 向井正君を悼む 大賀正行

明日をかえる法人―新たな人権への取り組み 20 水俣病

を通して社会に問いかける―水俣病センター相思社の取

り組み 永野三智

走りながら考える 188 部落差別解消推進法を活用する

ために―実効的なネット対策と相談体制構築のために―

北口末広

ヒューマンライツ 350（部落解放・人権研究所刊，20

17.5）：500円

特集 3.11から6年―「分断」と「差別」を考える

わたしの視点―メディアの現場から 17 いのちを「解く」

仕事―タブーをこえて真実を発信する 村上美香

報告 部落差別解消推進法 公開研究会 2 「部落差別解

消推進法」を教育・啓発の視点から考える 阿久澤麻理

子

書評 被差別部落の昔話制作実行委員会編著・岡島礼子

絵『おはなし おかわり―大阪の被差別部落の民話』 昔

話がもっている力を次世代につなでいく 藤原有和

ヒューマンライツ 351（部落解放・人権研究所刊，20

17.6）：500円

特集 インターネットで広げる反差別

明日をかえる法人―新たな人権への取り組み 21 人権を

視座とした複合的福祉施設―特別養護老人ホーム うず

まさ共生の郷 宮崎茂

ひょうご部落解放 162（ひょうご部落解放・人権研究

所刊，2016.9）：700円

特集 神戸の被差別部落―番町の今と昔

国勢調査データで見る近年の番町地区の変化と現状 内

田龍史／地域に開かれた学校を目指す―湊川高校の歩み

登尾明彦／かるみ学習会～番町における解放学級～ 釜

口清江／番町で生まれ育つ―湊川高校から解放運動へ

平林照夫／丸山中学校における進路保障の取り組み 松

村敏明

追悼 友井公一さんを偲んで 飛田雄一

『人権歴史マップ』連続セミナー報告

「大災害と在日コリアン」講師 高祐二／「芸能と差別」

講師 太田恭治

本の紹介

飛田雄一著『現場を歩く 現場を綴る 日本・コリア・キ

リスト教』 高祐二／黒坂愛衣著『ハンセン病家族たち

の物語』 宮前千雅子

部落解放 741（解放出版社刊，2017.5）：600円

特集 相模原障害者殺傷事件に向きあう

本の紹介

イアン・ニアリー著『部落問題と近現代日本 松本治一

郎の生涯』 北川真児／中村一成著『ルポ 思想としての

朝鮮籍』 李明哲

「清潔さは信心に次ぐ美徳」という理念 被差別部落と

公衆浴場運動 川端美季

部落共同体論 形成期の社会的分業とその構造 9 第1部

部落共同体の基本的職業と歴史 第5章 三つの職種に見

る社会の構造・差別の構造 2 川元祥一

部落解放 742（解放出版社刊，2017.6）：600円

特集 現代の学級集団づくり その意味と方法

本の紹介 孫美幸『日本と韓国における多文化共生教育

の新たな地平―包括的な平和教育からホリスティックな

展開へ』 倉石一郎

韓国での朝鮮衡平運動史に関する調査 全羅北道・ソウ

ルにて 割石忠典

インターネットに「反映」される部落差別 差別の現実

と解決に向けた取り組み 松村元樹

部落共同体論 形成期の社会的分業とその構造 10 第1部

部落共同体の基本的職業と歴史 第5章 三つの職種に見

る社会の構造・差別の構造 3 川元祥一

部落解放 743（解放出版社刊，2017.7）：600円

特集 差別に抗う多様な表現

本の紹介 西村祐子著『革をつくる人びと―被差別部落、

客家、ムスリム、ユダヤ人たちと「革の道」』 好井裕

明

「部落解放文学賞」が始まった頃 日野範之

部落共同体論 形成期の社会的分業とその構造 11 第1部

部落共同体の基本的職業と歴史 第5章 三つの職種に見

る社会の構造・差別の構造 4 警察機関の現場―「検非

2017年7月25日
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る人権教育のとりくみ 谷口幸男／切目調査が明らかに

したこと 梅田修／大学と部落問題―教員養成の問題に

かかわって（再録） 西滋勝

文芸の散歩道 夏目漱石の姦通小説―『それから』の場

合 上― 水川隆夫

部落問題研究所70年の面影 東上高志 14 社会的活動の

面影 東上高志

振興会通信 133（同和教育振興会刊,2017.3）

同朋運動史の窓 39 左右田昌幸

振興会通信 134（同和教育振興会刊，2017.5）

同朋運動史の窓 40 左右田昌幸

信州農村開発史研究所報 137・138・139号（信州農

村開発史研究所刊，2017.3）

牟礼村史料の再検討 斎藤洋一

水平社博物館研究紀要 19（水平社博物館刊，2017.3）：

1,000円

水平社の「徹底的糾弾」闘争がもたらしたもの―水国争

闘事件（1923年3月）の反響を中心に― 手島一雄

史料紹介 ユネスコ・アジア太平洋地域「世界の記憶」

登録 「水平社と衡平社 国境を越えた被差別民衆連帯の

記録」 水平社博物館事務局

月刊スティグマ 249（千葉県人権センター刊，2017.4）：

500円

連載 千葉県中世武将と部落の起源 はじめに「改めて

部落史学習の必要性」 鎌田行平

月刊スティグマ 250（千葉県人権センター刊，2017.5）：

500円

特集 「千葉県部落の記録保存委員会」調査事業進む

連載 千葉県中世武将と部落の起源 2.「具体的な地域

史の必要性」 3.中世千葉氏と佐倉の部落の起源 鎌田行

平

月刊スティグマ 251（千葉県人権センター刊，2017.6）：

500円

連載 千葉県中世武将と部落の起源 3.中世千葉氏と佐倉

の部落の起源 鎌田行平

月刊地域と人権 396（全国地域人権運動総連合刊，20

17.4）

特集 第12回地域人権問題全国研究集会in埼玉

報告 「部落」の歴史―身分と社会集団 西尾泰広

月刊地域と人権 397（全国地域人権運動総連合刊，20

17.5）

特集 人権と部落（同和）問題セミナー

「部落名簿」問題を考える―部落問題の解決にかかわっ

て 奥山峰夫

月刊地域と人権 399（全国地域人権運動総連合刊，20

17.7）

特集 部落問題解決に逆行する「部落法」―実効化阻止

へ

地域と人権京都 739（京都地域人権運動総連合刊，20

17.4.15）：150円

今なぜ、「部落差別固定化法」なのか 2 川部昇

地域と人権京都 740（京都地域人権運動連合会刊，20

17.5.1）：150円

今なぜ、「部落差別固定化法」なのか 3 川部昇

地域と人権京都 741（京都地域人権運動連合会刊，20

17.5.15）：150円

今なぜ、「部落差別固定化法」なのか 4 川部昇

地域と人権京都 742（京都地域人権運動連合会刊，20

17.6.1）：150円

今なぜ、「部落差別固定化法」なのか 5 川部昇

地域と人権京都 743（京都地域人権運動連合会刊，20

17.6.15）：150円

今なぜ、「部落差別固定化法」なのか 6 川部昇

地域と人権京都 744（京都地域人権運動連合会刊，20

17.7.1）：150円

今なぜ、「部落差別固定化法」なのか 7 川部昇

であい 661（全国人権教育研究協議会刊，2017.4）：1

60円

講演録 差別に抗する教育の創造に向けて～「ヘイト」

に抗し、マイノリティのエンパワメントに向き合うこと

～ 阿久澤麻理子

人権文化を拓く 233 非行少年が立ち直る現場を取材し

て 伊集院要

であい 662（全国人権教育研究協議会刊，2017.5）：1

60円

人権文化を拓く 234 隣人として難民を理解する 小尾尚

子

であい 663（全国人権教育研究協議会刊，2017.6）：1

60円

「すべて国民は、個人として尊重される」―「個人（in

dividual）」と「人（person）」はどこが違うのか―

渋谷秀樹

日本史研究 651（日本史研究会刊，2016.11）：750円

追悼 上田正昭先生を悼んで 黒川孝宏

日本史研究 657（日本史研究会刊，2017.5）：750円

新刊紹介 今村家文書研究会編『今村家文書史料集 上巻・

下巻』 杉本弘幸

はらっぱ 378（子ども情報研究センター刊，2017.6）
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大学生からの聞き取り―「慰安婦」問題・南京大虐殺に

ついて 源淳子

京都市地域・多文化交流ネットワークサロン通信

21（京都市地域・多文化交流ネットワークサロン刊，20

17.3）

部落差別とヘイトスピーチ 前川修

京都市歴史資料館紀要 27（京都市歴史資料館刊，201

7.3）

楚仙と応其―二人の木食上人― 野地秀俊

堀内村の桃林経営―桃山の誕生と消滅― 井上幸治

史料紹介 明治初年の明石博高「日記」について 秋元せ

き

きょうと府民だより 433（京都府広報課刊，2017.5）

人権口コミ講座 108 その隙間を埋めるために 部落であ

ることを知ることと、知られないでいることの「間」

山本崇記

グローブ 89（世界人権問題研究センター刊，2017.4）

追悼 安藤仁介名誉所長

高校生に対する退去強制 村上正直

寺社参詣における経済力の有無 野地秀俊

人権問題としてのヘイトスピーチをどう伝えるか 呉永

鎬

性的指向・性自認の人権とは何か 谷口洋幸

「子どもの貧困」について 上杉孝實

兼業・副業とキャリア権 河野尚子

藝能史研究 216（藝能史研究會刊，2017.1）：1,800円

追悼 赤井達郎先輩を偲んで 植木行宣

佐賀部落解放研究所紀要 34（佐賀部落解放研究所刊，

2017.3）

炭鉱を支えた若き労働者の肉声―杵島炭鉱企業整備反対

闘争と文集『俺たち』― 黒川伊織

植民地朝鮮における衡平社と大同社の活動―『朝鮮衡平

運動史料集』を中心にして― 竹森健二郎

佐賀における日蓮宗の展開と被差別部落 太田心海

紹介

沖浦和光『宣教師ザビエルと被差別民』 阿南重幸／林

力『父はハンセン病患者だった』 矢野治世美

しこく部落史 19（四国部落史研究協議会刊，2017.5）：

500円

シンポジウム「高知の部落史」

土佐近世部落史研究の課題 宇賀平／明治期のくらし 山

下典昭／高知県における部落解放のあゆみ―部落改善か

ら戦時下まで― 吉田文茂

夏期合宿フィールドワーク報告 南国市野中地区 山下典

昭

「部落史」から何を教えるか 上 山下隆章

部落史学習のモデル化を図る 戸田哲寛

宇和島藩盲人養米制度について 水本正人

紹介 『高知の部落史』（高知県部落史研究会編） 濱近

仁史

人権教育研究 25（花園大学人権教育研究センター刊，

2017.3）

日本の宗教教団は原発をどう見たか 島崎義孝

仏教習俗再考―グリーフケア理論に基づいて― 西岡秀

爾

吃音についての人権論 八木晃介

人権と部落問題 898（部落問題研究所刊，2017.4）：

600円

特集 学習指導要領の徹底批判

文芸の散歩道 藤村詩「高楼」と抒情歌「惜別の歌」 川

端俊英

部落問題研究所70年の面影 12 「生きざま」から「生き

ぶり」へ 東上高志

人権と部落問題 899（部落問題研究所刊，2017.5）：

600円

特集 憲法とくらし

小特集 『部落問題解決過程の研究』全5巻完結

部落問題解決過程の到達点と課題 梅本哲世／部落問題

解決過程における教育の役割考―「生活と教育の結合原

則」に着目して― 森田満夫／『部落問題解決過程の研

究 第5巻年表篇』を読む 大塚茂樹

文芸の散歩道 願人坊主と渡唐天神図―三笑亭可楽『種

が島』より― 小原亨

部落問題研究所70年の面影 東上高志 13 研究活動の面

影

人権と部落問題 900（部落問題研究所刊，2017.6）：

600円

特集 「部落差別解消推進法」に抗して

論説 天皇の「退位問題」と「部落差別固定法」 東上高

志

本棚 小熊英二・高賛侑・高秀美編『在日二世の記憶』

宇野田尚哉

文芸の散歩道 雑誌『天地人』と柳瀬勁介遺稿 秦重雄

人権と部落問題 901（部落問題研究所刊，2017.7）：

600円

特集 戦後部落問題の分岐点 4 和歌山

和歌山の勤評闘争と国民の教育権 東上高志／和歌山県

における戦後教育運動の成果 楠本一郎／主権者を育て
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「暮らしのアンケート調査」第1次集約の概要 2

解放新聞大阪版 2095（解放新聞社大阪支局刊，2017.

4.25）

「暮らしのアンケート調査」第1次集約の概要 3

解放新聞大阪版 2096（解放新聞社大阪支局刊，2017.

5.5）

大阪府人権問題に関する府民意識調査 2

解放新聞大阪版 2097（解放新聞社大阪支局刊，2017.

5.15）

大阪府人権問題に関する府民意識調査 3

解放新聞京都版 1081（解放新聞社京都支局刊，2017.

4.1）：210円

2017年度運動方針（第1次案）

解放新聞京都版 1083（解放新聞社京都支局刊，2017.

4.20.）

本の紹介 タハール・ベン・ジェルーン著『娘に語る人

種差別』

解放新聞京都版 1084（解放新聞社京都支局刊，2017.

5.1）：70円

本の紹介 慎泰俊著『ルポ児童相談所―一時保護所から

考える子ども支援』

解放新聞京都版 1088（解放新聞社京都支局刊，2017.

6.20）：70円

本の紹介 山陽新聞社編『語り継ぐハンセン病―瀬戸内3

園から』

解放新聞東京版 906（解放新聞社東京支局刊，2017.4.

15）：93円

と場労働者からの報告 1 高城順

解放新聞東京版 909（解放新聞社東京支局刊，2017.6.

1）：93円

と場労働者からの報告 2 高城順

解放新聞東京版 910（解放新聞社東京支局刊，2017.6.

15）：93円

と場労働者からの報告 3 高城順

解放新聞東京版 911（解放新聞社東京支局刊，2017.7.

1）：93円

と場労働者からの報告 4 高城順

語る・かたる・トーク 266（横浜国際人権センター刊，

2017.4）：550円

シリーズ「解放教育」継承への扉 63 拡散された「部落

地名総鑑」 1―いま、ここでの危機!!― 外川正明

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「「大阪だけの問題」ではない！」 吉成タダシ

語る・かたる・トーク 267（横浜国際人権センター刊，

2017.5）：550円

シリーズ「解放教育」継承への扉 64 拡散された「部落

地名総鑑」 2─「名乗ること」と「暴くこと」─ 外川

正明

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「「AKI38」と「3S」」 吉成タダシ

語る・かたる・トーク 268（横浜国際人権センター刊，

2017.6）：550円

シリーズ「解放教育」継承への扉 65 拡散された「部落

地名総鑑」 3─ネットで広がる差別の実態─ 外川正明

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「これは、命を守る教育」 吉成タダシ

かわとはきもの 179（東京都立皮革技術センター台東

支所刊，2017.3）

靴の歴史散歩 124 稲川實

皮革関連統計資料

関西学院大学人権研究 21（関西学院大学人権教育研

究室刊，2017.3）

キリスト教主義大学におけるLGBT学生に対する人権保障

の取り組みに関する調査 榎本てる子，岡嶋宙士，工藤

万里江

ドイツの難民受け容れと排外主義 河村克俊，中川慎二

社会意識としての＜部落＞という言葉をめぐって―日野

謙一講話録 1― 日野謙一

KG人権ブックレット 23（関西学院大学人権教育研究

室刊，2017.3）

2016年度大学主催春季人権問題講演会

LGBTが生きやすい世の中にするため、大学は何ができる

か～誰もが、カミングアウトを受けとめる「キャッチャー」

に 原ミナ汰／ハラスメント関連規程の整備と大学の課

題～快適なキャンパス環境をつくるために～ 石元清英

2016年度大学主催秋季人権問題講演会

ヒロシマ 71年の記憶～心の中に平和を～ 近藤紘子／映

画を通じて難民を知る 映画上映『今はまだ、帰れない

君へ』 今城大輔

関西大学人権問題研究室紀要 73（関西大学人権問題

研究室刊，2017.3）

関西大学人権問題研究室改組30周年記念シンポジウム

大学における人権問題研究と人権教育―大学附置研究機

関としての役割と課題について考える― 石元清英，奥

田均，古久保さくら，加納恵子

現代史講義の試み―大学生の歴史認識とその関連で―

飛田雄一

2017年7月25日
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□所 在 地 〒603-8151 京都市北区小山下総町5-1 京都府部落解放センター３階

□TEL/FAX 075-415-1032

□U R L http://shiryo.su ish inkyoukai.jp

□開室日時 月曜日～金曜日 第２・４土曜日 10時～17時（祝日・木曜（月2回）・年末年始は休みます）

□交通機関 市営地下鉄烏丸線「鞍馬口」駅（京都駅より約10分）下車 北へ徒歩５分

事務局よりお知らせ

◇8月11日（金）から16日（水）まで解放センターが夏期休業のため、閉室します。尚、8月10日（木）
は平常通り開室いたします。
◇昨年度の連続講座の講演録ができあがりました。ご希望の方はメール・FAXでご連絡ください。

愛生 806（長島愛生園長濤会刊，2017.4）

対談 ハンセン病と宗教―神谷美恵子の詩を通して― 1

山折哲雄，尾崎元昭，田中真美

愛生 807（長島愛生園長濤会刊，2017.6）

対談 ハンセン病と宗教─神谷美恵子の詩を通して─ 2

山折哲雄，尾崎元昭，田中真美

明日を拓く 114 解放研究 29号（東日本部落解放研

究所刊，2017.3）：2,000円

関東の被差別部落の西と東―利根川水系＝水上交通の視

点から 坂井康人

東日本部落解放研究所第31回総会・記念講演 排除と支

配の構造から脱却するためには―フランスにおける「イ

スラーム」の問題をてがかりに― 池田賢市

近世後期弾左衛門支配下における長吏集団と水番―上州

群馬郡「植野場」を中心に― 福田美波

部落差別の主題化と歴史学的アプローチ―部落差別の特

性としての「穢れ視・動物視・人外視」という仮説―

吉田勉

IMADR通信 190（反差別国際運動刊，2017.5）：500円

特集 アメリカとヨーロッパにおけるポピュリズムと普

遍的人権

ウィングスきょうと 139（京都市男女共同参画推進協

会刊，2017.4）

図書情報室新刊案内

北原みのり・佐藤優著『性と国家』／ポール・ナサンソ

ン，キャサリン・K・ヤング著『広がるミサンドリー ポ

ピュラーカルチャー，メディアにおける男性差別』

ウィングスきょうと 140（京都市男女共同参画推進協

会刊，2017.6）

図書情報室の資料より

孫奈美著『考えよう！女性活躍社会 1 みんなが働きや

すい社会って？』

解放新聞 2805（解放新聞社刊，2017.4.3）：90円

ノンフィクションからの警鐘 27 小杉泰著『9・11以後

のイスラーム政治』 音谷健郎

解放新聞 2809（解放新聞社刊，2017.5.1）：90円

ノンフィクションからの警鐘 28 G・オーウェル著『一

九八四年』 音谷健郎

解放新聞 2810（解放新聞社刊，2017.5.15）：90円

本の紹介 ひょうご部落解放・人権研究所編『はじめて

みよう！これからの部落問題学習 小学校、中学校、高

校のプログラム』 阿久澤麻理子

解放新聞 2811（解放新聞社刊，2017.5.22）：90円

本の紹介 中村一成著『ルポ 思想としての朝鮮籍』 呉

仁済

解放新聞 2814（解放新聞社刊，2017.6.12）：90円

ノンフィクションからの警鐘 29 朴裕河著『帝国の慰安

婦』 音谷健郎

第62回全国女性集会第4分科会・活動報告から みんなが

いるから、みんなに出会えるからくるんやで 1 丘支部

女性部（京都）

解放新聞 2815（解放新聞社刊，2017.6.19）：90円

第62回全国女性集会第4分科会・活動報告から みんなが

いるから、みんなに出会えるからくるんやで 2 丘支部

女性部（京都）

解放新聞 2817（解放新聞社刊，2017.7.3）：90円

第62回全国女性集会第4分科会・活動報告から みんなが

いるから、みんなに出会えるからくるんやで 終 丘支部

女性部（京都）

解放新聞大阪版 2093（解放新聞社大阪支局刊，2017.

収集逐次刊行物目次 （2017年4月～6月受入）

～各逐次刊行物の目次の中から部落問題関係のものを中心にピックアップしました～


